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午後１時00分開会 

○永本浩子委員長 それでは、ただいまから文教民

生委員会を開会いたします。 

 本日の委員会ですが、所管事務調査としての委員

会ですのでよろしくお願いいたします。 

 それでは、学校給食調理場について、理事者より

説明をお願いいたします。 

○小松広典学校教育課長 網走市の学校給食のまず

現状から、説明をさせていただきたいと思います。 

 お手元の資料を御覧いただきたいと存じます。 

 現在の給食調理体制は、市内15の小中学校に９カ

所の給食調理場がございます。 

 学校給食の実施方法につきましては、全国で様々

な実施形態がとられております。 

 その運営面では、市町村の直営方式と民間委託方

式などがあり、網走市では他市町村で民間委託の流

れが進む中で、直営方式で実施しているところでご

ざいます。 

また、給食の調理方法につきましては、自校方式

や、道内やオホーツク管内の大半の市町村で採用さ

れている給食センター方式がございます。 

 網走市におきましては、自校単独調理場が白鳥台

小学校、潮見小学校、西小学校、呼人小中学校の４

カ所が小学校で調理し、これを近くの中学校に配送

する共同調理場方式、いわゆる親子方式の調理場が

市内に５カ所あり、全ての中学校は近くの小学校か

ら給食を受けているという現状であります。 

 児童生徒数の減少という背景もあり、潮見小学校

は10年前の629人が今は502人に、南小学校も10年前

の483人が292人、第三中学校も456人から351人に減

少しており、市内全体を見ても10年前は3,176人で

ありましたが、今は２割以上減って2,508人となっ

ており、今後も減少する見込みでございます。 

 また、市の大きな方向性を示す網走市行政改革推

進計画で、現業職員は退職不補充という方針が定め

られたところであります。現在、令和元年度におき

まして調理員は正職員７名、パート職員34名で、正

職員は４つの調理場に配置しており、それ以外の５

つの調理場はパート職員のみの配置となっておりま

す。 

 この間、網走市独自の親子方式の導入や、パート
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調理員の確保に努めた中で、直営での自校調理場方

式を維持してきたところでございますが、児童生徒

数の減少などから９カ所の処理場を維持することが

難しくなってまいりました。加えて近年では、パー

ト調理員の退職者が増えたことによる調理体制の人

材確保が難しくなってきており、小規模調理場の給

食の提供に当たり危機的な状況となり、急遽、調理

体制の確保に努めて対応したという事象もございま

した。 

 小規模調理場は、パート職員が調理を担っており

ます。これらの調理場には、経験のある職員の配置

が必要となりますが、自己都合退職による新たな職

員への指導や配置体制、また、近年の欠員に対する

募集について、なかなか応募がないという状況もあ

りまして、安定的な運営が課題となっております。 

 このような課題の中で、学校給食運営の在り方に

ついて、安全安心な給食を確実かつ効率的に継続し

て、安定的に運営できる体制づくりを基本的な考え

とし、このような現状を念頭において検討を行って

まいりました。 

 検討の結果、１点目として、小規模調理場を大規

模調理場へ集約することとし、南地区共同調理場に

東部地区共同調理場と白鳥台小学校調理場を集約、

及び潮見小学校調理場に呼人小中学校調理場を集約

することで考えております。 

 ２点目として、集約する２カ所の学校給食調理場

の運営体制については、既に多くの自治体で実施し

ている民間のノウハウの活用による一部業務委託と

し、実施時期につきましては令和３年４月１日か

ら、調理場の集約と一部業務委託を図ってまいりた

いと考えております。 

 次に、計画の具体についての説明をさせていただ

きます。 

 まず、南地区共同調理場からこれまでの第三中学

校への給食配送のほかに、南地区共同調理場から東

小学校、第四中学校、白鳥台小学校へ給食を配送

し、また、潮見小学校からは呼人小中学校へ給食を

配送する計画です。 

 民間に委託する業務は、調理業務、配膳室までの

配送、配膳業務とし、栄養管理、献立作成、食材発

注などはこれまでどおり直営といたします。 

 民間事業者の選定に当たっては、学校給食の根幹

である安定した提供、安全性の確保や、衛生管理の

面が大変重要であります。選定事業者は、給食業務

に実績があり、衛生管理、職員研修などの取組など

を総合的に判断し信頼できる事業者を選定する、提

案型によるプロポーザル方式による選定を考えてお

ります。 

 続きまして、今後の施設改修の内容についてでご

ざいます。 

 南地区共同調理場においては、食缶や食器が増加

することから消毒保管庫を増設し、給食配送は複数

学級分を納めたステンレス製のコンテナにより配送

する形とします。また、コンテナの数が増加するこ

とからコンテナプールを増築いたします。 

 潮見小学校調理場では、調理室と休憩室の間に搬

出入口の設置工事を行います。 

 白鳥台小学校、東小学校、呼人小中学校では、現

在の材料搬入口をコンテナの搬出入口に改造し、第

四中学校ではコンテナ通過経路の段差解消、呼人小

中学校では配膳室までの経路を造るよう改修いたし

ます。第三中学校での改修工事はございません。 

 改修のスケジュールにつきましては、調理場内の

改修工事につきましては、給食調理の期間中は一切

できないため、令和２年の夏休み期間を中心に工事

を進めます。 

 配送先各校の搬出入口と経路の工事につきまして

は、児童生徒の授業中は工事の騒音や安全面を優先

的に考慮し、主に令和２年の夏休みを中心に施行す

ることとしますが、工事箇所数が多いことと、工事

現場の養生などに期間を要する場合もあることか

ら、夏休み前後に及ぶことも想定されます。 

 ただし、呼人小中学校の搬出入経路の工事につい

ては、給食調理室に搬入通路を設けることになるこ

とから、令和２年度末の給食調理が終了してからの

着工となります。 

 この予定により令和２年度末までの工事を経て、

令和３年４月から新しい運営体制で学校給食の運用

を開始したいと考えているところでございます。 

 最後になりますが、市教委といたしましては、学

校給食は子供たちが毎日食べるものであり、安全性

や栄養のバランスなどを十分考慮した中で、継続し

て提供する必要があります。 

 このことは、民間に業務を委託する場合でも、担

保されなければなりません。子供たちが口にする食

べ物の安全性につきましては、献立の作成や給食食

材の発注と購入を、今までどおり市の栄養士や栄養

教諭が責任を持って行い、委託先には市の指示によ

る調理、洗浄、配送、配膳等をお願いし、これまで

同様に地場産物を給食に取り入れるなど、さらに食
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材の安全性の確保に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 説明は以上でございます。 

○永本浩子委員長 それでは、ただいまの学校教育

課長の説明に対して、質疑を求めたいと思います。 

 何か質問。 

○古田純也委員 今回、学校給食の調理場の集約

と、また一部民間委託ということで、関係される学

校に説明会を進めてきたということで、まずは承り

ました。 

 しかしながら、現状、地域における声は、突然話

が出てきた上に対象校にしか説明しておらず、他校

の保護者には正確な情報が伝わっていないという反

応であると、私は受け止めております。 

 また、不正確な情報が口コミで伝わっていった結

果ですね、学校統廃合とか、自校調理場方式が全て

なくなるとかといった根拠のない懸念やうわさが一

部の保護者に広がっております。 

 さらに、行革を含めて人口減少に対応した行政組

織のスリム化と、サービスの維持・確保という視点

では、学校給食についても現状職員の非補充による

中長期的な人件費抑制や、親子方式の導入などに取

り組んでおり、この先児童数が減少していくことは

明らかであり、あらゆる行政サービスを現状の規模

で維持し続けることは困難であることから、より一

層の集約や効率化について、教育委員会において

も、また議会の中でもこれまでの議論はいろいろと

あったと思いますが、今までここにたどり着く大き

な流れがあったと思いますが、それについてぜひ御

説明していただきたいと思います。 

○林幸一学校教育部長 先ほど課長のほうからもち

ょっと御説明させていただいたのですけれども、行

政改革推進計画というのがございまして、この中に

おきましても、現業職員は退職者不補充という方針

がございました。退職に伴う正職員の複数配置が、

難しくなってきているということも１点ございま

す。また、児童生徒数が減少という背景もあります

けれども、親子方式の導入やパート調理員の確保に

努めた中で、直営での自校調理場方式を維持してき

たというところでございます。 

 市内の小中学校におきましては、全て親子方式に

よる給食となっておりますけれども、大きな支障も

なく給食の提供を継続して続けてきているという現

状でございます。 

 ただ一方で、他市町村で民間委託の流れが進む中

で、食育の推進にも取り組みながら直営方式を維持

してきたということもございます。 

 児童生徒数が減少してきているということもあり

ますけれども、現在の９カ所の調理場を維持するこ

とがちょっと困難になってきたという現状もござい

ます。加えて、平成27年度頃よりパート調理員の退

職者が増えたことによりまして、人材確保が難しく

なってきており、現在も１名の欠員を埋め切れてい

ないという状況も続いているところでございます。 

 こうしたことから人材の確保、人の配置などを含

め給食を安定的に運営するために、民間のノウハウ

を活用した一部業務委託で実施したほうが望ましい

との結論から、昨年末から保護者、学校関係者など

への説明会を実施してきているというところでござ

います。 

○永本浩子委員長 古田委員が前段で、対象じゃな

いところの学校の説明などがなかったために、学校

統廃合や自校式が全てなくなるのではないかという

話が広がっているということがありましたけれど

も、そのことに関しては聞かなくても大丈夫です

か。 

○古田純也委員 そのことも、実は私も他校の保護

者の１人でありますので、その辺の説明がなぜなか

ったのかというお話のほうも。 

○林幸一学校教育部長 まずはですね、対象校とな

る関係保護者、また関係者の皆様にしっかりと説明

をしていきたいということで、今、説明会を開催し

てきたというところでございます。 

○古田純也委員 今後、まず対象校には説明すると

いう話を受け止めたのですけれども、対象外の学校

の説明会も予定はされていたのでしょうか。 

○林幸一学校教育部長 今、委員会でもそういうお

話がありましたので、どのような方向で周知を含め

て図っていくか、説明会をするかということはちょ

っとこれから検討してまいりたいと思います。 

○古田純也委員 恐らく人のうわさなので、うわさ

がうわさを広がり、非常に不安を持つ保護者が実は

今市内でもかなり多くなっていて、ぜひ説明会をす

るのなら早急にしたほうが、不安を持っている保護

者の方に対しても、まず安心してもらうという部分

では説明会の早期の計画を望みます。 

 いかがでしょうか。 

○林幸一学校教育部長 対象校以外に対しての説明

会につきましては、先ほどもお答えさせていただき

ましたけれども、これからちょっと検討をしたいと
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思いますが、まず今、保護者説明会等を行っており

ます。その中でいろいろな質問、御意見等もいただ

いておりますので、そういったところをちょっとま

とめて、例えばでございますけれどもホームページ

等でアップしていくとかですね、そういった周知方

法などについても検討してまいりたいと思います。 

○古田純也委員 分かりました。 

 はい。続きまして… 

○永本浩子委員長 手を挙げてください。 

○古田純也委員 まず、調理現場での人員の確保が

困難であるという点ばかりが前面に出ているが、こ

の話は人口減少、児童の減少の中で、行政サービス

をいかに維持、持続させていくかという視点でなさ

れるべきです。安心安全な給食の持続可能性を担保

するための措置として、このような手法を選択した

ということですが、さらにこの先、どのような展開

を想定しているのかに関心が寄せられています。 

 端的にお伺いしますが、将来的なセンター化につ

いて踏み込んでいく意向があるのか、ないのかお答

えください。 

○林幸一学校教育部長 今後も安全安心な給食を確

実に継続して提供していくために、児童生徒数の状

況、それから給食調理員の退職者の状況も勘案しな

がら、小規模調理場を大規模調理場へ集約していく

ことも検討していかなくてはならないと考えており

ます。これまでも親子方式を取り入れながら、自校

調理方式で給食提供に努めてきたところでございま

す。今後もセンター化は考えていないというところ

でございます。 

○古田純也委員 調理場での働き手の確保が困難と

いう背景も触れられていますが、実際にどの程度の

困難さが顕在しているか、欠員または募集に対する

反応、定着度合いなど具体的に困難さが理解できる

ような例を挙げて説明してください。 

○林幸一学校教育部長 今回、一部集約を検討する

にあたりまして、２名体制で調理を実施しておりま

す調理上の安定的な運営が懸念されるということが

ございまして、大きな調理場への一部集約の検討を

進めたというところでございます。 

 過去に２名体制で調理を実施している調理場にお

きまして、年度途中で都合により１名が退職、１名

での給食調理は困難であることから、補充されるま

での期間、急遽大規模調理場から１名回すことによ

り給食提供の対応に努めたこともございます。 

 直営を前提とした人材確保に努めてまいりました

けれども、平成27年度中では６名、平成28年度は８

名、平成29年度では10名、平成30年度も８名のパー

ト調理員の入れ替えがあったところでございます。 

 また、調理員の募集に当たりましては、ハローワ

ークのほかにホームページや新聞などで募集広告を

掲載しまして、人材の確保に努めてまいりました

が、平成30年度あたりからパート調理員の募集に対

し、なかなか応募がないという状況が続いていると

いうことでございます。 

○古田純也委員 なかなか集まらないという現状で

すが、では民間委託になって、実は今、全国的、全

道的にもこの全市的にもですね、人手不足、いろん

な業種でも人手不足というのは大きな問題なのです

が、果たして民間委託になって働き手の確保はうま

くいくのかなという心配もあるのですけれども、例

えばうまくいった例なんかがありましたらお示しし

てほしい。 

○林幸一学校教育部長 既に民間委託を実施してお

ります他の近隣の自治体にお話を伺っております。 

 民間委託による調理体制の維持につきましては、

人の確保、人の配置のやりくりなどを含めまして、

問題なく安定的な調理体制を維持していると伺って

いるところでございます。 

 こうしたことから、民間のノウハウを活用した人

材確保による給食調理などの一部業務を委託するこ

とで考えたということでございます。 

○古田純也委員 民間のノウハウということでも、

保護者の方々が心配されているのは民間委託をした

後の状況であります。 

 現在、大変評価の高い当市の学校給食の質と安全

性をどのように担保していくのか、民間事業者は当

然、利益、利潤を追求するわけですから質や安全性

がおろそかになっては困るという素朴な思いが保護

者の皆さんの中にはあるようです。 

 民間委託後の学校給食の質と安全性をどのように

保障していくか、現段階で検討しているもので結構

ですから、具体的な仕組み、手法も含めてお示しく

ださい。 

○林幸一学校教育部長 現状のちょっとお話をさせ

ていただきますけれども、市の栄養士、それから栄

養教諭、調理員の代表がメンバーとなった献立会議

を月に１回実施しております。 

 この中で、基本の献立等の作成と調理の作業工程

などについて、情報の共有を図っているところでご

ざいます。 
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 委託業者を選定するに当たりましては、調理場に

現場の責任者を配置していただくということで考え

ております。この責任者にも会議に参加していただ

いた中で、衛生管理の確認、それから作成された献

立の調理作業工程などについて、全員で確認した中

で、質の保持と安定性を確保してまいりたいと考え

ております。 

○古田純也委員 先ほどの話に関連しますが、食べ

物のアレルギーですね、アレルギーをお持ちのお子

さんも市内には相当いると認識しております。現行

の給食提供体制でアレルギー対策は、万全の配慮を

持って取り組まれていると認識しております。仮

に、民間事業者が調理を行うようになったとして

も、現行のアレルギー対応と同等の、あるいはそれ

よりも充実したような仕組みが構築されるような見

通しがあるのか、そういった仕組みの確保をどのよ

うに担保していくのか、お考えをお示しください。 

○林幸一学校教育部長 アレルギーの対応につきま

しては、北海道のマニュアルを遵守した中でこれま

でと同じ対応を考えていきたいというふうに考えて

おりまして、十分にアレルギーに関しては配慮して

いかなければならないと考えております。 

 また、保護者からの御意見の中でも、アレルギー

食を調理する人が毎回変わるようでは、不安でもあ

るということも御意見を伺っておりますので、最小

限のシフトによる調理体制を求めていきたいと思い

ます。 

 また、安全安心な給食を提供するに当たり、契約

時の仕様にこのことは盛り込んでいきたいというふ

うに考えております。 

○古田純也委員 一旦終わります。 

○永本浩子委員長 それでは次に。 

○平賀貴幸委員 詳細について、次ちょっとまた後

でさせていただこうと思います。まず、基本的なこ

との確認をさせていただきたいと思います。 

 たしか６年前だと思いますけれども、自校給食だ

ったものがですね、このような形で親子方式になっ

たというふうに記憶をしております。そのときの議

論の中でも、自校給食を守るということであるか

ら、このような形で容認してほしいんだというよう

な説明や議会でのやり取りがあって、最終的には今

の形に落ち着いたというふうに理解しているのです

けれども、まずはそういう経緯が６年前にあったと

いうことで現状があるという認識で間違いないか、

どうかを確認させていただきたいと思います。 

○林幸一学校教育部長 先ほどもちょっと古田委員

の中で答弁をさせていただきましたけれども、６年

前の親子方式に関しましても、このときも児童生徒

数の減少ということも一端にございました。そうい

った中で、中学校の部分をこのときは小学校へ集約

するということで、私どもも自校方式を守っていき

たいということで、親子方式をとってきたというこ

とで、委員のおっしゃるとおり間違いございませ

ん。 

○平賀貴幸委員 そのような形で、小学校だけは自

校方式を守るという形だから、今回は理解してほし

いという話があったので、６年前にいた議員の皆さ

んは「やむを得ない」という選択をしたというのは

間違いないのだというふうに私も思います。 

 その上で、６年前のことを思い出しながらまたち

ょっと伺っていきますけれども、当時も同じような

スキームで話が進みつつあった状態で、このような

形で所管事務調査を議会が求めていったという記憶

が私にはございます。その際も、本来であれば議会

に対して何らかの説明があった状態で、保護者の皆

さんに説明があっていくという状態が望ましいのに

もかかわらず、なぜかそれがなされなかったのかと

いうやりとりが一定程度時間を割いてされたという

ふうに記憶をしていますし、当時の飯田議員や私も

そのことについて、議会軽視と言わざるを得ないと

いうふうにはっきり申し上げて、質疑した経過がご

ざいます。 

 議会に対してきちっとした説明をした中で、保護

者に対して説明をするならば、もっと詳細な説明が

保護者の方に対してもできたはずだというふうに、

私はやっぱり思わざるを得ません。議会に対して説

明をしない状態で説明できることというのは、当然

私は限られるというふうに思っておりますので、本

来であれば議会に対して先に説明をするというの

が、議会を尊重するという二元代表制を守るという

ことになると同時に、保護者の皆さんからの安心を

得るための機会をつくる大切な機会を無駄にしない

ことになったはずだと思いますけれども、その辺に

ついてはどうお考えでしょうか。 

○林幸一学校教育部長 市教委といたしましては関

係する保護者、それから関係職員などに説明し意見

を聞いた中で、議会に説明をしたいということで考

えて進めてきたところでございます。 

○平賀貴幸委員 なぜそういうことになったのか理

由がよく分からないのですけれども、繰り返します
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が６年前の議会でも同じような経過で、それに対し

て議会軽視だっていう強い指摘を私もさせていただ

きました。自分でしたから覚えているのですけれど

も、全くそれと同じような流れでまたくるというこ

とは、６年前と人は確かに変わってはいますけれど

も、行政には継続性というのが私はあるのだと思い

ます。そしてもう一度申し上げますが、議会に対し

て詳細に説明した後のほうが、保護者の皆さんにも

詳細に説明はしやすいのはこれ当たり前の話だと思

います。議会でも説明していない話を、踏み込んで

できないのは当然のことですから、誤解なのか真実

なのかはさておき、いろいろな懸念が生じた当然の

ことだと思います。 

こうした手順についても、私は明らかに違うので

はないのかなというふうに思うのですけれども、も

う一度答弁お願いします。 

○三島正昭教育長 委員のおっしゃる、議会のほう

が先に説明すべきではないかという話も、様々なと

ころでお話をされていると、私も承知をしておりま

す。６年前のことは詳しく分かりませんけれども、

そういった議論があったのだろうというふうに思い

ますけれども、教育委員会としてはやはり対象とな

る保護者の方、またそこで働いていらっしゃる方々

に教育委員会としてこういう計画で今考えている

と、そういったことで様々な御意見をいただいて、

修正を必要とするところがあれば修正をしながら計

画をつくり上げて、そして、議会にきちんと説明を

して提案すべきものは、提案をしていくという形で

もっていきたいということで、今回は進めさせてい

ただきました。ほかの市の案件についても、そのよ

うなことで進めてきているというふうに、全てを承

知しているわけではありませんけれどもそのように

聞いておりますので、今回についてもそのように進

めてきたところでございます。 

○平賀貴幸委員 これまでもこの給食については、

様々な形で議会で議論がありました。ありました

が、一度たりとも現在の方式を変更する可能性が感

じられるような議論は事実上ありませんでした。 

そのような状況の中で、今、教育長からの話があり

ましたけれども、やり方ですからいろいろなやり方

を議会はできます。しかしながら、従前からこうい

った議論がある状態の中で、何らかの形で一般質問

等や何らかの機会があるのであったら、私はそのこ

とは理解できますけれども、そういうことが一切な

い中で、先に保護者の方に説明が行くというのは、

先ほど古田委員のほうからありましたけれども、

様々な誤解を生じる原因をむしろつくっていく、混

乱を逆に招く原因になったのは、火を見るより明ら

かだと思うのですよね。しっかりとまず議会に説明

した上で、丁寧な説明を保護者にしていくという姿

勢をやはり持つべきだと思いますし、それがなされ

なかったからこそ、６年前にも議会軽視だというこ

とをはっきり申し上げたわけでありますから、今回

もですね、議論は進めていかなければいけないので

進めますけれども、私はこのやり方はやはり議会軽

視だと言われても仕方がないというふうに思います

ので、ぜひこういった案件についてはしっかり議会

に説明した上で、保護者の皆さんに説明をするとい

う段取りを踏んでいただきたいと思いますがいかが

でしょうか。 

○工藤英治委員 いいですか。 

 今、平賀委員の話したことに対してですが、市長

部局、教育長を含めて、市長は市民からの負託を受

けて市長、選挙違うのですよ。 

 僕らは僕らで、合議機関としての選挙を受けてき

ているわけ。そして、市長部局はあらゆるものが議

案等をつくる、政策をつくるに当たっても、直接選

挙を受けた市民の同意を受けて議案をつくってい

く。それを先に議会に審議を諮ってそれから市民、

この形は絶対あり得ないのもね、議会軽視、僕らは

ね、そちらから議案が提案されたり、説明の申し入

れがあって初めて僕らがやるのであって、それは市

長部局が市民の合意を受けて議案をつくるのが先だ

っていうことを僕らは思っています。 

 今、平賀委員の議会が先ということに対してはあ

り得ない話、こういう場であっても例えば、この議

案が出るのかもしれない予測の中で、議会が議案の

提案に当たっての内容にいささかでも影響を与えて

はならないのが議員の立場だというね、今、傍聴人

も多くおりますからね、その辺をきちっと認識しな

ければならないと思います。議会のルールとして。 

 先にあくまでも市民に提案するときには、私たち

議員個人が理事者部局の議案と政策等に影響を与え

るのはたった一つなのです。一般質問だけなので

す。その他で、議案に対して影響を与えるようなこ

とはあってはならない。 

 機関は独立した機関なので、合議機関と独任制の

機関とその辺はやっぱり委員長整理してもらわない

とね。軽視だという。 

○永本浩子委員長 暫時休憩いたします。 
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             午後１時37分休憩 

午後１時39分再開 

○永本浩子委員長 それでは再開いたします。 

 平賀委員の質問に対する答弁からお願いいたしま

す。 

○三島正昭教育長 先ほども御答弁させていただき

ましたとおり、私どもといたしましては今回の計画

について関係する方々、また保護者の方々に説明を

した上で、議会のほうに説明をしていくという考え

のもと進めてきたところでございます。 

○平賀貴幸委員 教育委員会のその姿勢は理解でき

ませんが、そういうものだということは受け止めさ

せていただきますけれども、結果的にそれが様々な

臆測や混乱を招いたという状況を、今つくり出して

いるのは火を見るより明らかだと思いますので、そ

こは私は順序としてはそうではないのだろうという

ことを指摘させていただきますが、詳細については

またほかの委員の後に質問させていただきたいと思

います。 

○永本浩子委員長 それではほかに質疑ありますで

しょうか。 

○村椿敏章委員 今の平賀委員とダブるところはあ

るのですけれども、今頃になってなぜ提案してきた

のかというところが、非常に疑問があるのですけれ

ども、というのもこの後予算が出されますよね。予

算の説明が13日にあると聞いてはいるのですけれど

も、きっとその前にこのような案件が出されても、

私たち議員として判断することがなかなか… 

○永本浩子委員長 村椿委員、申し訳ありません。

最初にも申し上げましたけれども、今回は所管事務

調査ということで、理事者側からの議案の提案があ

ったわけではなく、委員会として説明を求めている

という内容の委員会ですのでよろしくお願いいたし

ます。 

○村椿敏章委員 時期的なものでちょっと話したい

と思います。 

 この親子給食、今回の呼人小中学校を潮見小学校

から運ぶ、それから東小学校などの給食を南小学校

から運ぶというのを検討したのはいつなのでしょう

かね。起案した日というのはいつなのでしょうか

ね。 

○林幸一学校教育部長 先ほどもちょっとお話をさ

せていただきましたけれども、退職による正職員の

複数配置が難しくなってきて、平成24年度から親子

給食ということで網走小学校、第一中学校、それか

ら南小学校、第三中学校の集約化を図ったという経

過がございます。 

 またそういった中でも、これまでも食育にも取り

組みながらですね、自校方式を維持してきたという

ところでございますが、やっぱり加えて平成27年頃

からパート調理員の確保に非常に困難なことが出て

きたということがございまして、こちらにつきまし

て平成29年から小規模調理場を大規模調理場へ業務

委託を含めて、調理場の集約を図っていくことを検

討してきたということでございます。 

○村椿敏章委員 今の説明だと、平成29年度からそ

の親子給食を検討してきたということですよね。で

あれば、その検討した時期から議員にも説明してい

くものだと思うのですけれどもいかがでしょうか。 

○三島正昭教育長 先ほども、他の委員にお答えを

しておりますけれども、私どもとしては教育委員会

内部で考え方、計画を整理したものを関係する

方々、保護者の方々へ説明をし、意見を聞きながら

計画をつくるということなのです。その後に、議会

のほうに説明・提案をさせていただくということで

考えて進めてきたところでございます。 

○村椿敏章委員 今の説明では、議員には市民に説

明をし、それから仕事をしている人に説明をした後

ということなのでしょうけれども、それであれば平

成29年当時から市民や職員ですか、仕事をしている

人たちに説明してもよかったと思うのですけれど

も、それについてはいかがなのでしょうか。 

○三島正昭教育長 給食調理場の在り方といった形

が、その当時抱える課題を解決していくのか、将来

にわたって安定した給食を提供していくためにはど

ういった運営体制をとるべきなのかということを教

育委員会内部で検討を進めてきたということであり

まして、検討途中の段階で関係者、また保護者の

方々に説明をするということは、これは混乱を招く

ということになろうと思いますし、固まった段階で

説明していくということが教育委員会として、かつ

計画を固めた段階で説明をするということが、我々

のやっていくべきことだというふうに判断をして進

めてきたところでございます。 

○村椿敏章委員 先ほどの市民の意見を聞いてから

議会に、その順番というのは教育委員会の今の考え

方なのでしょうけれども、この時期にというのです

か、元に戻りますけれども、市民の声を聞く時間が

もっと時間があっていいと思うのですよね。それが

今年の１月からですか、教職員に説明しその後に保
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護者に説明し、最後に議会に説明しと、非常に短い

間でばたばたと進めていくような進め方には、私は

納得いかないのですよね。それでですね、この先ほ

どのね、平成24年のときに親子給食の議論をしたと

きにですね、直営で自校方式と親子方式を守るとい

う話をしていたのに、それを今回委託も一緒にあわ

せて出してこられたのですけれども、かなり大きな

変更だと思うのですよね。大きな学校給食の変更だ

と思われるのに、これを一緒に出してきて、しか

も、短いというかあっという間の中で決めていこう

というのは本当に無理と思うのですが、なぜ委託へ

持っていこうと考えたのか、そこをお聞きします。 

 違う、ごめんなさい。 

 その大きく変更するのに当たって、それについて

はどういうふうに考えているのでしょうかね、大き

く変えたことについて。 

○林幸一学校教育部長 今回の考えに至った一つと

しましては、まずは集約に関しまして先ほどもお話

しさせていただきましたけれども、児童生徒数の減

少等もございまして、小規模調理場による２名体制

の調理場においても、支障が出たことがあるという

こともございました。そちらが集約に関してはまず

１点ございまして、今回いってみれば親子給食の拡

大を図りたいということでございます。 

 もう１点がですね、そういった集約を図って中の

調理場を先ほどもお話しさせていただきましたけれ

ども、今は非常にパート調理員の人材の確保に苦慮

しているという現状もございますので、そこは民間

の力を借りた中でですね、調理のまたそれから配送

等の対応に当たっていただきたいと考えたところで

ございます。 

○村椿敏章委員 それで、先ほど言った子供の数が

減ってきています。小規模の給食調理上の運営が難

しくなっていると言いますけれども、子供の数とそ

の給食調理員の確保というのは全然別物だと思うの

ですが、子供の数が減ってきたから給食調理員が足

りないのだというのは成り立たないと思うのですが

いかがでしょうか。 

○永本浩子委員長 それとはまた別の問題です。 

 先ほど最初に説明があったとおり、そういった…

いいですか。 

 よろしいですか。 

○林幸一学校教育部長 調理場に関してはですね、

集約をしていくということで考えたいということ

で、先ほどお話をさせていただいたところなのです

けれども。 

○永本浩子委員長 発言のときは挙手をお願いいた

します。 

○村椿敏章委員 集約したいということでわかりま

した。 

 一旦、私は終わります。 

○永本浩子委員長 では、ほかに。 

○金兵智則委員 委員の質問をみても、市民の皆さ

んの声を聞いても、なかなか混乱を極めているなと

いうような状況なのかなというふうに思います。 

 突然、やっぱり出てきた感が否めないというのは

皆さんの共通の見解なのかなと、なのでこんなこと

はどうなんだろう、あんなことはどうなんだろうと

いうことで多分不安になってくる方が多くて、今こ

のような状況になってきたと思います。 

保護者の説明を聞いてから議会に説明したいとい

うことだったのですけれども、保護者の説明の資料

と議会に配られた資料は全く一緒ですので、加える

ことは多分なかったということなのだなというふう

には理解しますけれども、この資料をもらっても本

当におっしゃっていることが、できるのかというの

が不安なところが多々僕には見えています。 

 というのも、まず最初に大前提としてもう一度お

伺いしたいのは、質を保持するといったその保持と

いう意味は、今までどおりの質を確保するという意

味なのか、そのある一定の質、今までに比べれば落

ちるかもしれないけれども、ある一定のところまで

はするよという意味なのか、この保持という意味に

ついてもう一度お伺いしたいのですけれども。 

○林幸一学校教育部長 先ほどもちょっと一部で、

答弁させていただいた部分と重複するところあるか

もしれませんけれども、質の保持というところでご

ざいますが、これは配送の関係で今やっている調理

時間等の形も少し変わってくるかとは思います。 

そういった中でも、できる限りの調理作業工程な

どを確認した中で、業者との信頼関係も築いた中で

ですね、極力落ちない形の質を調理の作業の中で

も、提供する給食分の質が落ちない形を目指して、

同等の形をとれるように保持していきたいと考えて

おります。 

○金兵智則委員 分かりやすく言えば、今までが

100点の給食だったら、これからも100点を目指しま

すよという、それを80点まではセーフとしますよと

いう意味ではなくて、100点だったもの100点のもの

をつくるような形を今後もしますよという捉え方で
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よかったですか。 

○林幸一学校教育部長 そのように考えて進めてい

くと。 

○金兵智則委員 じゃあいろいろ質問させていただ

きたいと思うのですけれども、今、配送の話ももろ

もろありました。調理時間の話もありました。この

資料を見るだけではよく分からないのですけれど

も、たしかもう私もちょっと当事者なのであれなの

ですけれども、潮見小学校でいくと12時15分からが

給食の時間だと思います。となると、潮見小学校が

多分12時ぐらいまでには、調理をされていたんじゃ

ないのかなというふうに思うのですけれども、まあ

分からないですよ、何時までやっていたのか分から

ないですけれども、11時半なのか12時なのか分から

ないですけれども、呼人小中学校に運ぶということ

になれば、それなりのタイム、早く作らなきゃいけ

ないというような、多分その辺のスケジュールもも

う組んでいるんじゃないかなと思うのですけれど

も、配送の体制、時間的なものが分かるのであれば

お示しいただければと思います。 

○小松広典学校教育課長 潮見小学校の調理場から

の搬送でございますけれども、今のところの計画で

いきますと11時10分ぐらいに調理場を出発しまし

て、11時30分頃に呼人小中学校のほうに到着しまし

て、積み下ろしをするという予定になっておりま

す。 

○金兵智則委員 続けて南のほうもお伺いしたいの

ですけれども、今まで南地区は第三中学校へ運んで

いたのですけれども、それにプラスされるというこ

とですね。その辺の予定、今まで第三中学校に行く

ときがどうだった、これ２便で走るということなの

か、その辺もちょっとよく分からないので、その辺

のことも説明していただければと思います。 

○小松広典学校教育課長 資料のほうを御覧いただ

きたいのですけれども、２枚目のページになりま

す。 

 まず、南地区共同調理場からの配送になりますけ

れども、南地区共同調理場で調理しました給食につ

きましては東小学校、それから第四中学校、それか

ら白鳥台小学校へ搬送する形になります。 

 もう１経路はですね、潮見小学校で調理しました

給食につきましては、そのあと呼人小中学校に搬送

しまして、そのトラックは南地区共同調理場に戻り

まして、そこで第三中学校分を積み込みしまして、

そのあと第三中学校に搬送する予定としておりま

す。 

（「えー」と呼ぶ者あり） 

○永本浩子委員長 傍聴人の方は静粛にお願いいた

します。 

○金兵智則委員 今の流れすみません、時間で教え

てください。 

○小松広典学校教育課長 まず南地区調理場のほう

からになりますけれども、南地区調理場を11時に出

発しまして、東小学校には11時７分到着。それから

東小学校でコンテナを下ろしまして11時17分出発、

それから第四中学校で11時20分到着。この後、第四

中学校を11時25分に出発しまして、白鳥台小学校に

は11時30分到着の予定となっております。 

○永本浩子委員長 小松課長、もう１ルートのほう

お願いします。 

○小松広典学校教育課長 もう１系統につきまして

は、潮見小学校を11時10分に出発しまして、呼人小

中学校のほうには11時25分到着。そして、呼人小中

学校を11時35分に出発しまして、南地区調理場に11

時55分に到着しまして、南小学校、第三中学校分を

積みまして、南小学校を12時出発。その後、第三中

学校に12時５分に到着する予定となっております。 

○金兵智則委員 この南地区共同調理場から第三中

学校にあった②というのは、下の①からつながって

いる②なのですね。この②が、どうしても分からな

かったのですけれども、そういうことだったのです

ね。ちなみにお伺いしますけれども、今、南地区共

同調理場で第三中学校に運んでいるときというの

は、南地区調理場を何分に出て、第三中学校に何分

に着いているのですか。 

○小松広典学校教育課長 現状については、大体の

時間は把握しているのですけれども、何時という予

定では把握はしておりません。 

○金兵智則委員 何分頃に出て何分頃に着いている

のだというのは、教育委員会で把握されていないの

ですか。教育委員会で。 

○小松広典学校教育課長 はい。 

○金兵智則委員 南地区調理場で給食が出来上がる

時間って何時ですか。 

○小松広典学校教育課長 資料のほう今ちょっと手

元にないということなのですけれども。 

○永本浩子委員長 暫時休憩いたします。 

             午後１時58分休憩 

午後２時08分再開 

○永本浩子委員長 それでは再開いたします。 
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 休憩前に引き続きまして、金兵委員の質問に対す

る答弁からお願いいたします。 

○小松広典学校教育課長 申し訳ありません。お時

間とりました。 

 南小学校から第三中学校への配送なのですけれど

も、南地区調理場を11時45分に出発しまして、12時

に積卸しというような予定となっております。 

○永本浩子委員長 マイクをお願いいたします。 

○金兵智則委員 今は11時45分に南小学校さんを出

て、第三中学校に12時に着くと、ですよね。先ほど

は５分しかなかったのに今度15分もかかるのかとい

う気もしますけれども、大体その辺なのだと思いま

す。 

今もこれからももし変わったとしても、時間的に

はそんなに変わりないよということなのだと思いま

すけれども、ここであれなのですけれども、さっき

の潮見小学校のときも言いましたけれども、潮見小

学校だと多分12時15分なので、それから調理開始な

のでそれに間に合うように作ればよかったのですよ

ね、今まではね。ただ、これからもしこれがなって

いくと、南小学校で言えば、今11時45分に出発すれ

ばよかったのでそれに間に合えばよかったものが、

今度11時に出発するということは10時台には完成し

ていなきゃいけないと。潮見小学校でも同じことが

言えるという中で、調理時間が短くなるのですけれ

ども、それで今までと同等の質をどのように確保す

るというお考えなのか、お示しいただければと思い

ます。 

 調理時間が、もしかしたら短くならないのかもし

れません。出てくる時間をもっと早くせいというこ

とになってくるのかもしれないですけれども、ただ

ね、働き方改革だって叫ばれている中で、朝早く出

てこいというのを民間委託するからという指導をま

さか市役所側がするとは思わないので、どのように

質を確保するのかを教えていただきたいのですけれ

ども。 

○林幸一学校教育部長 調理時間のお話のことかと

思いますけれども、こちらは今もそうなのですが、

調理に関しましては体制の見直し等も含めてお話を

しているところでございます。 

 実際にこれが、民間にお願いするということにな

れば、そういった調理体制も含めてですね、質が落

ちない、あるいはそれ以上のものも求められるよう

なことを求めていきたいなと考えているところでご

ざいます。 

○金兵智則委員 それを具体的に言うと、何を言っ

ているのですか。体制を整えるというのは、何を指

しているのですか。 

○林幸一学校教育部長 ここの部分につきまして

は、人の配置の関係も出てくるかとは思います。 

あの調理分担を例えばするとかですね、そういった

ところも出てくるかと思うのですが、詳細について

はこれから例えばこれを進めていくということにな

れば、これから仕様等を詰めていくことになります

ので、その中で十分考えていきたいというふうに思

います。 

○金兵智則委員 でも、これからそれができるのな

ら、この方式をこのまま続けていくことも僕はでき

る気がするのですけれども、潮見小学校ではでき

て、この今の体制ではできないというのもちょっと

なんかよく分からない説明になっていて、人の配置

の問題もありますよって言って、ただ人数を増やせ

ばこれがその短くなったのは対応できるのか。ただ

人数を増やした分、その人たちが本当にその調理室

に人数を増やした人が入れるのか、その辺というの

は全て把握されて、その辺も全て検討してきたから

こそのこれなのですよね。というふうに、僕は理解

しているのですけれども、違うのですか。 

○林幸一学校教育部長 先ほどの部分の人数、例え

ばの話をさせていただいたところですけれども、こ

れを進めるに当たりましては、私どもの２名の栄養

士がおりますけれども、そういったところとも話を

した中で、十分調理については可能だということで

進めたいということで考えたということでございま

す。 

○金兵智則委員 調理時間が短くなることになって

も、対応が可能だということを栄養士さんがおっし

ゃっていたのですか。現場の声とかをもちろん聞い

ているのですよね。今までが何か短くなるけれど

も、できるのだよというそれがなぜなのかが、だか

ら質は落とさないんだよという説明を。 

○三島正昭教育長 潮見小学校の調理場は、今単独

で行っております。ですから、そこの学校の子供た

ちの給食を作る時間、食べる時間に合わせてという

ことで、校長の検食の時間というのは設けなければ

だめですけれども、それは別としてそういう形で作

っております。 

 ほかの親子給食をやっている調理場につきまして

も、相手方の時間に合わせて配送しなければだめだ

ということもありますから、そういった中できちっ
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と今まで親子方式で調理を行ってきているというこ

とでございます。 

 潮見地区の調理場につきましては、配送の時間が

今の予定では先ほど申し上げましたとおりですけれ

ども、これをスタートの時間を今と同じで確保して

できるのかどうか、作り上げる時間は決まってきま

すので、足りないということになればスタート時間

を早めるということも検討していかなければならな

いかなというふうには思っております。 

○金兵智則委員 ちなみに、スタートって何時なの

ですか。今、調理のスタートって、１番早い人って

何時なのですか。 

○永本浩子委員長 マイクお願いいたします。 

○小松広典学校教育課長 いろいろとですね、作業

の工程がございますので、全員が全員というわけで

はないのですけれども、まず７時半から食材料の搬

入が始まりまして、その後８時から調理の下処理、

切ったりですとか、そのような作業が始まりまし

て、８時半から調理が開始されるというような形に

なっております。 

○金兵智則委員 ということは、これがまた前倒し

になるのかもしれないということですね。８時半が

８時から…単純計算でいけば、今まで45分だったも

のが南小学校で言えば11時になるのですから45分前

倒ししなきゃいけない、単純計算ですけどね。分か

らないですけれども、単純に計算すればそのように

なるということで、質を確保していくといったよう

なことなのかなというふうに思います。 

○三島正昭教育長 時間だけを単純に考えれば、そ

ういうことも検討しなければならないのかなと。あ

とは、中の調理をどのようにやっていくのかと。さ

らに、効率的な調理方法はできないのかということ

もあわせて検討しながら、調理時間については決め

ていくということになろうかというふうに思ってい

ます。 

○金兵智則委員 効率的なという部分で、不安がっ

ている保護者さんがたくさんいるというところです

ね。今までだと手を加えられていたところに、手を

加えられなくなるという実態が起きてくるのじゃな

いかと。今までは調理していたものが、調理された

ものがくるのじゃないのかなんていう声は、分から

ないですけれども、それが効率化と言われるのであ

ればそうなのかもしれないですけれども、それで果

たして質が本当に同等のものなのかという不安が今

広がっているという状況なのですけれども、じゃあ

それについて答弁をいただければというふうに思い

ます。 

○三島正昭教育長 今おっしゃられているように、

どこかで作られた加工品が、そのまま給食に出され

るのではないのかという不安があるということです

けれども、それは最初の資料のときに説明をさせて

いただきましたとおり、献立、食材の発注、栄養管

理については、今までどおり市の栄養士、または栄

養教諭が行っていくということでありますので、そ

ういったことは今後もないということでございま

す。 

○金兵智則委員 ということなのだと思うのですけ

れども、ただね、発注する物が今までと違ってくる

可能性も、発注を市の栄養士がやると言っても、民

間に委託した場合に「これじゃできませんよ」とい

うふうに言われたときに、「じゃあこっちに加工さ

れたものにするほかないね」ということが出てくる

こともないことも限らないわけですよね。発注をす

るのが市の栄養士だとしても、それについては言っ

たところで平行線になりますのであれですけれど

も、そもそもこの配送とかで例えば民間委託したと

きに、配送の時点で何かあったといった場合の責任

というは最終的な責任、このシステムが民間になっ

たときの責任って最終的には誰なのですか、責任者

というのは。 

○林幸一学校教育部長 委託に出すということでご

ざいますので、最終的な責任は市にあるということ

でございます。 

○金兵智則委員 何かあったときの責任者、最終的

な責任者は市の教育長になるのかあれなのですけれ

ども、何かあったときの対応は市の責任でやるとい

うことなのだと思います。 

そもそもなのですけれども、小規模から大規模と

いうことで統合して、この今回の計画ですけれども

例えばメリット、デメリット、今回これにするとこ

んなメリットがありますよ。ただ、デメリットはこ

んなことがありますよというのは、どのように捉え

られているかを一度お伺いしてみたいのですけれど

も。 

○林幸一学校教育部長 メリットについてちょっと

お話しさせていただきたいと思いますけれども、業

者選定に当たりましては提案を受けるということを

考えてございますので、受けた中で設定をしていき

たいと考えておりますので、そういった中でより良

い方法などの提案を受けていくということも、十分
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考えられますので、そういったことはメリットにな

っていくのかなというふうに私どもは捉えておりま

す。 

○永本浩子委員長 デメリット。 

○林幸一学校教育部長 考えておりますけれども、

そういったところで安定的な給食の提供に努めてい

きたいと考えているところでございます。 

○金兵智則委員 メリットの部分でいけば新たな提

案をしていただいて、民間事業者のほうから提案を

していただいた上で、何かいいものがあったらメリ

ットになるよっていう説明だったのですかね。 

○三島正昭教育長 部長がお答えをさせていただき

ましたのは、さらなるサービスの向上ができないか

ということでございます。 

 それにつきましては、民間の事業者から提案をい

ただいた中で、さらにサービス、こういったことが

サービス向上できるということがあるかもしれな

い。それがもし出てくれば、サービス向上につなが

っていくということと、我々が１番考えているメリ

ットといいますか、今後も安定した給食をきちんと

継続して提供していくというその体制をとっていく

ということが最大の今回の計画のメリットだと、メ

リットといいますか方向性だというふうに考えてお

ります。 

○金兵智則委員 サービスの向上については、ある

かどうかは分からないけれども、あったらいいなと

いうような話なのかなというふうに思いました。そ

れ以上に安定的なところができるというのがメリッ

トなんだというふうに思いますけれども、これによ

って何か生じるデメリットみたいなものは特になか

ったという、ないというお考えだということでよか

ったですか。 

○三島正昭教育長 先ほども配送時間の話が出てお

りましたけれども、配送時間に今まで自分の学校で

作っていたものが、他の学校で作ったものを多少時

間はかかって配送されてくるということは、デメリ

ットといえばデメリットなのかなと。私どもは、そ

れが大きなデメリットだというふうには考えており

ません。 

○金兵智則委員 配送時間もそうなのでしょうし、

配送するということは何か起こる可能性が上がると

言ったら、これだってデメリットと言えばデメリッ

トなのかなというふうに思いますけれども。配送の

ことでお伺いしますけれども、そもそも呼人小中学

校に１番近い小学校ってどこなのですか。 

○三島正昭教育長 距離的には西小学校が近いのか

なというふうに思いますけれども、時間的には潮見

小学校と同程度ではないかというふうに考えますけ

れども。 

○金兵智則委員 時間的にも西小学校のほうが近い

んじゃないのかなって正直思います。なのにもかか

わらず、これ西小学校ではなく潮見小学校を選んだ

理由というのは何なのですか、大規模校。 

○林幸一学校教育部長 今回の計画に関しては、大

規模校へ集約をかけたいということでしたので、一

応西小学校はパート３名で回しているところでござ

いますので、潮見小学校への集約ということで考え

たところでございます。 

○金兵智則委員 あと大規模校でいうと、潮見小学

校、南小学校、中央小学校、網走小学校になるので

すかね。中央小学校、大規模校４つと言っていませ

んでしたっけ。もう１個ってどこですかね。 

○林幸一学校教育部長 あとの今大規模校として位

置づけています南小学校、それから潮見小学校、そ

れから網走小学校、もう１校は中央小学校というこ

とです。 

○金兵智則委員 今回、潮見小学校を中央小学校で

も網走小学校でもなく、潮見小学校になったのは距

離的なものなのですか。何かそう考えると、網走小

学校も案外とも思うのですけれども、それ潮見小学

校だった理由は何なんですか。 

○三島正昭教育長 距離的なものですとか、時間的

なものもありますけれども、教員の配置の関係も一

つにはございます。 

 単独調理場では、栄養教諭の配置がないという状

況でございまして、共同調理場になると栄養教諭の

配置が行われるということもありますので、栄養教

諭を大規模調理場に置くということも考え方の中に

は一つとしてありました。 

○金兵智則委員 共同調理場になると栄養教諭を置

けるということは、潮見小学校は今、栄養教諭はい

ないのですけれども、共同調理場になるから置ける

ようになりますよといった理解でよかったのですよ

ね。 

○三島正昭教育長 検討した一つとしてそういった

こともあると、現在潮見小学校には栄養教諭ではな

くて市費での栄養士を置いてあります。ですから、

栄養教諭と栄養士では行う職務は違ってくるという

ことになります。 

○金兵智則委員 はい、分かりました。 
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 検討を重ねてきた結果だということなのですけれ

ども、ちょっと検討についてお伺いしたいのですけ

れども、先ほど来、平成29年から検討してきました

よということで、多分ずっと継続してきたのだと思

うのですけれども、これでいこうというふうに、こ

ういうこの方式で固まりましたよっていうのがいつ

だったのか、それを教えていただきたいです。 

○林幸一学校教育部長 教育委員会といたしまして

は、最終的に判断したのは令和元年の11月というこ

とです。 

○金兵智則委員 そのときに教育委員の皆さんにも

お伝えされたのは、この時期なのですかね。 

○林幸一学校教育部長 教育委員会を開いて教育委

員の皆様にもお伝えしてきて、それまでもお話を協

議はしてきておりますけれども、最終的にはこれを

もって教育委員の皆様にお話をさせていただいてお

ります。 

○金兵智則委員 教育委員の皆さんとは、これにつ

いてその会議の中で話してきたといって、最終的に

固まったのが11月で、その話をずっとしてきたのは

平成29年からずっと教育委員の皆さんとはやってき

たということなのですよね。 

○林幸一学校教育部長 はい、そのとおりでござい

ます。 

○金兵智則委員 それこそ教育事務点検の評価報告

書なんかに、その件が、じゃあ載ってこなかったと

いうのは何か理由があるのですか。今後の予定って

書く場所ありますよね。教育事務評価報告書の今後

の方向性っていうところでも、載ってこなかったと

いうのは何か理由はあるのですか。 

○三島正昭教育長 教育委員会の会議として、正式

にその場で協議をしてきたということではなくて、

教育委員会の協議会、また別な会議の場があります

けれども、その中で様々数度にわたって検討を重ね

てきたということでありますので、その事務点検に

載っているのは教育委員会の公式なといいますか、

正式な教育委員会の会議には載ってきているのかと

いうふうに思います。 

○金兵智則委員 一旦終わります。 

○永本浩子委員長 それでは、他に何か御質問あり

ますでしょうか。 

○村椿敏章委員 今回の検討内容のところですね、

それで大規模校に検討内容の１番下のところに、大

規模校に配置している正職員が減少をしていく中で

安定的な給食調理の実施と、先ほども集約していき

たいということだったと思うのですが、結局正職員

を今後も採用しないということから考えると、今回

２校を委託するというふうな考えなのでしょうけれ

ども、最終的には全ての学校で民間委託するという

ことにつながると思うのですけれども、それについ

てはどうでしょうか。 

○三島正昭教育長 考え方としては、小規模調理場

の運営がなかなか厳しくなってきている状況にある

ということがあります。ですから、小規模な調理場

を大規模な調理場に集約をしていくべきではないか

という議論はしてきております。 

 ただし、それが今回は南小学校と潮見小学校の委

託ですけれども、ほかの学校についても民間へ委託

業務委託をしていくという考え方には現在のところ

至っておりません。市の親子方式で市の職員、正職

員、パートでいっていくという考え方でございま

す。 

 今後の児童生徒の推移、または正職員の退職等に

よる推移を見ながら、今後ほかの学校はどうしてい

くかということについて検討を進めていかなければ

ならないというふうには考えております。 

○村椿敏章委員 今は正職員の方７名ということな

のですけれども、一番若い方で何歳なのか年齢層を

教えていただきたいのですけれども。 

○永本浩子委員長 暫時休憩いたします。 

             午後２時33分休憩 

午後２時34分再開 

○永本浩子委員長 それでは再開いたします。 

 傍聴の方はお静かにお願いいたします。 

○小松広典学校教育課長 今51歳です。 

○村椿敏章委員 51歳が１番若い方ということです

ね。そうしますと後９年したら退職というような形

になると思うのですけれども、51歳よりも上の方が

たくさんいるということですから、近い将来また足

りなくなってくるよと。そして自校方式できなくな

るよ、自校方式できなくなったらやっぱり委託とい

う方向に向かうと思うのですけれども、先ほどの教

育長の答弁と食い違ってくるような気がするのです

がいかがでしょうか。 

○林幸一学校教育部長 自校方式は堅持していきた

いというふうには考えております。 

 先ほどからもちょっと答えさせていただいていま

すけれども、ただ今回に関しても調理等について民

間の力を借りたいというお話でございます。 

 将来にわたっても自校方式を維持していく形では
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考えていきたいと思っているところでございます。 

 ただ、センター化と自校という概念がですね、学

校の中で調理場で給食を調理していくということを

自校調理というふうに考えていただければと思いま

す。 

○村椿敏章委員 自校方式は変えないと、センター

方式ではないよ、民間委託にはなっていくだろうと

いうところは考えているということですね。 

○林幸一学校教育部長 今、正職員に関しましても

再任用あるいは定年延長等の議論されているとこで

ございますので、そういったところも注視しながら

の考え方の整理になっていくかと思いますけれど

も、今早急に決めているということは一切ございま

せん。 

○村椿敏章委員 すぐにはならないというのは分か

ります。今、ずっと行革で言っている現業職場の職

員は、退職者が出たとしても不補充だというところ

でいくと、結果的には今早急に委託になるというも

のではないですけれども、近い将来なっていくのだ

なと。網走の給食は、今まで直営方式でやっていた

のが、民間委託になってしまうというのがはっきり

してくるということですよね。そういうふうに捉え

てよろしいでしょうか。 

○三島正昭教育長 今回、説明をさせていただいて

います計画においては、南小学校にある調理場と潮

見小学校の調理場に集約をし、それを民間の力を借

りた運営にしていきたいというふうに考えて説明を

しているところでございます。 

 ほかの学校につきましては、将来的に民間に委託

するということは現在のところ全く計画もありませ

んし、考えてはいないところでございます。 

○村椿敏章委員 まず説明は聞きました。 

 一旦終わります。 

○永本浩子委員長 それでほかに。 

○平賀貴幸委員 基本的なことも少し聞きながら、

いろいろ聞いていきたいのですけれども、まず各学

校の説明会というのはいつ行われて、それぞれ何人

いらっしゃって、それは全校生徒の何％に当たる

方々なのか明らかにしてください。 

○永本浩子委員長 暫時休憩いたします。 

             午後２時39分休憩 

午後２時40分再開 

○永本浩子委員長 再開いたします。 

平賀委員の質問に対する答弁から。 

林部長お願いいたします。 

○林幸一学校教育部長 保護者、それから関係者に

つきましては昨年の12月24日から、まずＰＴＡ会長

のほうにお話をさせていただきました。 

 こちらは24日から27日までに、該当となる７校の

ＰＴＡ会長にそれぞれに説明をさせていただいてい

ます。その後、年が明けまして１月10日から第四中

学校を皮切りに１月21日まで、南小学校が最後にな

りますが、ＰＴＡの役員の方に説明をさせていただ

いております。その後、保護者の皆様へ説明なので

すが、１月22日に第四中学校で説明させていただい

ています。参加いただいたのは３名、翌日の23日に

第三中学校では８名、翌日24日に呼人小中学校では

16名、翌27日に潮見小学校21名、28日東小学校８

名、29日白鳥台小学校５名、南小学校につきまして

は30日に説明会開催予定でございましたけれども、

ちょっと天候の関係で延期いたしまして、明日説明

させていただくこととなっているところでございま

す。 

○平賀貴幸委員 その中でも、様々な意見が出たっ

ていうふうに言っているのですけれども、皆さんど

のくらい賛成かという意見しかなかったのでしょう

か。どんな状況だったのでしょうか。 

○小松広典学校教育課長 保護者説明会での質疑の

内容でございますけれども、入札業者を委託決定す

るに当たって、どうやって決まるのかというような

内容ですとか、あとアレルギーの関係がどのように

なるのかですとか、あとは配送関係について事故の

対応はどのようになるのか、それから給食費につい

ては委託になると変わるのかというような中身。あ

とほかにですね、安全安心な給食を子供に食べさせ

たいので、今説明されている内容については進めて

いただきたいというような内容もございました。 

○永本浩子委員長 マイクをお願いします。 

○平賀貴幸委員 ポジティブな意見しか、今拾えて

いないのですけれども、そうではなかったと聞いて

いるのですけれども、懸念されていることだとか、

このままでは進めてほしくないだとか、そういった

意見が全くなかったということですか。 

○三島正昭教育長 アレルギーですとか、様々な不

安をお持ちの方がいらっしゃることをお聞きしてお

ります。それに対しまして私どもは、それに対する

対応につきましてきちんと説明をしてきたというふ

うに、私が直接やり取りをしておりますのでそのよ

うにさせていただいております。 

 また、調理場が集約されるということで、今後も
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ぜひ調理場として残してほしいと。正職員を採用し

ても残してほしいと言ったような意見もあったとこ

ろでございます。 

○平賀貴幸委員 人数を合計すると61人ぐらいなの

ですよね。千何人のところに、61人が十分な説明が

できたかどうかといえば、これは不十分だと言わざ

るを得ないわけです。 

 納得されていない方、あるいはよく分かっていな

い状況の方もたくさんいる中で、これを進めていく

というのはやはり拙速、当然拙速だろうと思うので

教育委員会しても、さらに説明をする機会、理解い

ただく機会をつくっていかなきゃいけないと思うの

ですけれども、それについてはどのようにお考えで

しょうか。 

○林幸一学校教育部長 そういった御意見も中には

ございました。また参加されてない、説明会の中で

は参加されてない親御さんにどのように質疑ですと

か、御意見を伝えていくのだというお話もございま

したので、そういった今回やりました保護者説明会

の内容の質問、意見等をまとめて、対象となる保護

者の方に周知する方法も今検討していこうと思って

おります。 

 さらには、再度会議を主催してはどうかというお

話もいただきましたので、そちらも検討して説明に

努めてまいりたいと思います。 

 また、コミュニティスクールを導入している学校

もございますので、学校運営協議会等でそういった

中で地域の方も入られていますので、説明もしてま

いりたいと考えているところでございます。 

○平賀貴幸委員 再度の説明っていうのはやっぱり

この人数で見る限りですね、必要だと思いますし、

案内から５日後ぐらいに、実際にこの会が開かれる

ようなことも実態としてあったようですから、それ

ではさすがに急過ぎて来られなかった方も、相当い

らっしゃるというふうに聞いています。一定程度の

周知期間を図りながら、皆さん参加しやすい日程を

選んで行う、参加できなければ希望者にはまた別途

説明会を行うだとかですね、丁寧な対応をとらなき

ゃいけないというふうに思うのです。というのは中

身がですね、この６年前のように自校給食は何とか

堅持していきたいから苦肉の策としてこういう形で

何とかっていうふうな説明があって、理解できると

いう方向に行くのだったら分かるのですけれども、

一部とはいえ民間委託とそれから集約と同時に今回

やるということですよね。やっぱりそういった大き

な変更があるときには、保護者に対しての丁寧な説

明、これは当然必要だと思いますから一度では絶対

足りないと思います。 

 それから給食の関係者というのは、今通っている

子供たちの保護者だけだというふうに思っていらっ

しゃいますか。どう考えているのか基本的な見解を

聞かしてください。 

○三島正昭教育長 今の段階での関係者は、今学校

に通われている子供さんだというふうに考えており

ます。ただ今後、将来的なことを考えれば、まだ未

就学のお子さんもいらっしゃいますので、その方々

も給食を受けていくということはありますので、そ

ういった方々も関係者と、今の関係者というかどう

かは別として給食の提供に関係してくるというふう

には考えております。 

○平賀貴幸委員 全く認識としてはそこは同じなの

ですけれども、ということはですね、今、子供を育

てていらっしゃるの方の中で、これから就学をされ

ようとする小さなお子さんをお持ちの方々がどう考

えているのかということもしっかり意見として聞く

機会をつくっていく必要、これは教育委員会の責任

としてしっかりあると思うのですけれども、その辺

についてはどうお考えですか。 

○三島正昭教育長 説明の期間が短かったという御

意見を今もいただきましたし、保護者の方々からも

いただいた学校はございます。短いか適切だったか

ということは、判断は難しいところでございますけ

れども、そういった意見があるということも踏まえ

ましてですね、丁寧などういった説明をしていくの

かということは、検討して何らかの形で説明をして

いきたいと、対象も含めてどういった形にしていく

かということは、検討させていただきたいというふ

うに思います。 

○平賀貴幸委員 ２つの観点でもう少しちょっと聞

きたいのですけれども、まず一つ目どちらから聞こ

うかと迷っているのですけれども、一つ目としてで

すね、人が足りない、集められないというお話があ

りました。私は呼人に住んでおりますので、網走の

養護学校でも様々な課題があるということは承知し

ておりまして、議会の中でもそのことについて意見

として、質問の中に申し上げさせていただいた経緯

があるのは、御承知のとおりだと思います。 そこ

から翻って考えてみてですね、よく分からないなと

思うのですけれども、給食調理員さんが足りないと

ころが比較的小規模校に多いということでしたね。
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そこの方たちを集めるための工夫というのは、先ほ

どの答弁ですとハローワークへの募集、それから新

聞広告、それからホームページということなのです

けれども、それ以外にどんな努力をなさったのです

か。 

○林幸一学校教育部長 パート職員が足りないのは

小規模校ということではございませんで、募集をか

けて、パート職員も勤務年数によって市内各学校へ

の異動をかけますので、ここの学校でという募集の

かけ方はしておりません。 

 １点ですね。先ほどの新聞広告等のほかにはです

ね、例えば調理員の人づてを頼ってどうでしょうか

というお話もさせていただいたというところはござ

います。 

○平賀貴幸委員 それ以外にはないですか。 

○林幸一学校教育部長 それ以外はございません。 

○平賀貴幸委員 網走養護学校の寄宿舎指導員の募

集について、以前にも申し上げさせていただきまし

たが、改めてどんなことをされたのか説明させてい

ただきますと、町内会に実は寄宿舎の指導員が足り

ないので誰か探してくれないかという相談があり、

町内会のほうでそういった文書を回して働く人を探

してもらえないかという相談もあり、さらに町内会

を通じて、呼人に住んでいる方々、インターネット

やっている方だったらそれをインターネットに載せ

て、少しでも確保できるように協力しようという状

況で積み上げて、地域と一緒になって苦労して人を

集めてきたのです。そういった取組をされた状態

で、人が集まらないと言うのなら、私は一つ理解で

きるというふうに思うのですけれども、今それだけ

で人が集まらないというが、果たして十分努力をさ

れたと私は残念ながら思えないのですけれども、そ

の状態で本当にこれを進めることが適切なのかとい

うことも考えなきゃいけないと思うのですけれども

いかがでしょうか。 

○三島正昭教育長 具体的に募集をかけても集まら

なくなってきたのは、平成29年、30年頃からであり

ます。それまでは、ハローワークだけで応募があっ

たという状況でありましたけれども、それでは集ま

らなくなってきたと、応募がなくなってきたという

ことで、新聞へ多少の経費をかけても、新聞広告を

打つといったことですとか、調理員、それから教育

委員会の職員等へも誰か働いていただけるという方

がいないかということで、紹介をいただきたいとい

う働きかけをしてきております。 

 今、委員からお話もありましたように、町内会等

を通じてということはやっておりませんけれども、

私どもはできるその中で、できる範囲の中で努力を

してきたというふうに考えております。それでもな

かなか集まってこなかったという実態でございま

す。 

○平賀貴幸委員 その努力は十分でなかったという

ふうに、私は言わざるを得ないということを申し上

げているので、その状況の中でこれが出てくるとい

うこと自体に違和感を持たざるを得ないなというふ

うに感じているというのが、まず私の今の時点の偽

らざる認識です。 

それを踏まえてもう１回伺いますけれども、そう

いった人がいないという状況は、教育委員会の正式

な会議の中では、話されてこなかったのですか、１

度も。 

○三島正昭教育長 先ほどの今後の給食をどうする

のかと言った前提として、集約化ということと、人

が集まらなくなってきているということは当然、教

育委員の方々にも説明をし、その上でどうするかと

いうことを議論してきております。 

○平賀貴幸委員 ちょっと先ほどの答弁と整合性が

少しずれるのですけれども、先ほどはその協議会の

中でしか説明をしてないという話だったのですけれ

ども、正式な教育委員会の会議の中でも、給食調理

員の不足については協議をされてきたことがあると

いうことですか。 

○三島正昭教育長 大変申しわけございません。 

 教育委員会協議会の中です。 

○平賀貴幸委員 せめてですね、正式な教育委員会

の会議の中でそういった学校給食、これ食育基本法

にももう位置づけられていて、以前のような位置づ

けと違うということは御承知のとおりですよね。網

走市には食育推進計画が第二次もあって、しっかり

食育に対する守らなきゃいけないという義務が学校

や教育委員会、自治体にもこれあるわけで、そうい

った状況の中で、教育委員会の中でですね、そこを

守っていくための給食調理員の確保についての話が

一度もされていないっていうのは、ちょっと私は、

正式な会議の場で議題に上がっていないというのは

ちょっと信じがたいのですけれども、なぜ正式に上

げられないのですか、大事な教育課題だと思うので

すけれどもそれも。 

○三島正昭教育長 予算等の中で、教育委員会の予

算につきましては教育委員会にかけて議論をいただ
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いて、市長部局に予算要求をしていくという形でや

っております。そういった中で、給食調理員につい

ても、話が出たことはあるというふうに記憶はして

おります。 

 正式に、教育委員会の議題として、この給食調理

員の不足についてどうするかといったような議題を

設けて協議をしたということはないというふうに認

識をしています。 

○平賀貴幸委員 それでは、正式に教育委員会でそ

のことについて協議をされた上で、私はこれをきち

っと下ろしていくべきではなかったのかなあという

ふうにまず思わざるを得ないというのが１点ござい

ます。そういうことをしていればですね、先ほど金

兵委員も触れましたけれども、事務点検評価報告書

の中にも給食調理員の不足が課題となっており、と

いうことが１文として入ることができたのではない

ですか。せめてそれがあれば、そういった状況があ

ってこういうこともあり得るかもしないということ

が、議会中でも議論がされて、様々な形で地域、先

ほど申し上げたような地域との連携策だとかそうい

ったことを具体的に提案できたんじゃないのかなと

思うのですよね。一切そういう話がない状況の中

で、こういったもの出てくる。しかも先ほどの質疑

で明らかになったように、十分に地域と連携しなが

ら給食調理員さんを確保するという取り組みが行わ

れていなかったということでありますから、その状

況の中でこういった説明がされてもなかなか納得さ

れない保護者がいるというのは当然だと思うのです

けれども、どのようにお考えですか。 

○三島正昭教育長 正式な教育委員会の議題とし

て、上げるべきだったかどうかというところは、当

時の判断としてそれを議題として取り上げてこなか

ったということでありますけれども、教育委員会と

しては十分な認識を持ちながらこの計画をつくっ

て、最終的に決めたというところでございます。 

 募集の仕方につきましては、先ほどもお話があり

ましたけれども、私どもとしては様々な努力をして

きた結果だと。ほかにも、今御指摘のありましたよ

うなこともあるのかなというふうには思いますけれ

ども、私どもとしては様々取り組んできたと、その

上で応募はないと。また条件ではありませんけれど

も、また体力的なことですとか、通勤距離の関係も

あって誰でも働けるといいますか、応募ができる状

況かどうかというのは、また別な観点かなというふ

うには思いますけれども。 

○平賀貴幸委員 私はやはりちょっと手落ちがある

進め方だなというふうに言わざるを得ないというふ

うにここは思います。 

 もう一つ関係者について聞きますけれども、給食

の関係者で一つ大きく忘れているものがあります。

子供たちです。子供たちに対して学校給食がこうな

るということを説明はされたのでしょうか。また説

明される気はあるのでしょうか。１番大切なのは、

子供たちの食育についてどうなのかということだと

思います。網走子ども会議ができた経緯を御存じな

い方もいらっしゃるかもしれませんけれども、学校

の教育計画が初めてつくられるときに、私のほうか

ら子供たちが１番の利害関係者ですので、子供たち

にもそういった意見を聞きながらしっかり計画をつ

くってほしいということを一般質問で提言させてい

ただいて、当時たしか小田島部長だったと思います

けれども、それを受け止めて今のような会議を開い

たところ、思った以上によかったので続けてきます

ということで、網走子ども会議というのは今も続い

ているのですよね。ですから、子供に直接関係のあ

る大きな変更については、１番のステークホルダ

ー、利害関係者である子供たちがどう考えているの

かということをしっかり聞きながら判断していくと

いうのは大人の責任だと思うのですけれども、それ

をいまだに行っていないならば、私は大人の責任を

果たしていない状況にあるのだと思うのですけれど

も、現状どうなっているのでしょうか。 

○三島正昭教育長 今、お話のありました子ども会

議につきましては、現在はいじめをどうなくしてい

くか、防止していくかということで、児童会・生徒

会の児童・生徒は他の学校と交流して会議を開いて

いるという状況でございます。 

 給食の関係につきましては、子供たちのこういっ

た計画につきましての説明を行っておりません。 

ただ私どもとして、やはり責任があるというふうに

考えておりますのは、これからも安定した給食を子

供たちに食べさせていきたいと、安全で安心な、そ

しておいしい給食を子供たちに食べさせていきたい

と、これが私どもの子供に対する責任ではないかと

いうふうに考えているところでございます。 

○平賀貴幸委員 その部分は理解できないわけでは

ありません。ありませんが、大人がよかれと思って

やったことが、全て子供にとってよいことだったと

は限りません。しっかりと一番の利害関係者の当事

者である子供たちが、自分の学校で給食を作られて
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いる過程を見ることができない、自分の学校の給食

で働いている方と触れ合うことができない、作って

いる時の匂いや風景を見られない、教育的な配慮を

そういう部分では受けにくくなるという現状を受け

入れるかどうかということをしっかりと聞いた上

で、これは進めていくべきだと言わざるを得ないの

ですよね。 

６年前に認めたのは、そういった環境を守ってい

くから、何とかこの形で認めてほしいということが

ありましたので、我々その当時の議員もそういった

教育的配慮も教育委員会でしっかり守りたいという

ことであれば、これを理解せざるを得ないというこ

とで理解したのですけれども、それが失われるとな

ると６年前の議論とはやはり大きく変わるのです。 

そのことを改めて、子供たちと考える機会しっかり

つくっていただきたいと思うのですけれどもいかが

でしょうか。 

○三島正昭教育長 今、お話のありました食育に関

しましては、私どもは重要な学習機会であるという

ふうに考えております。今でも給食調理場の中は、

衛生管理上見ることはできませんけれども、いわゆ

る給食のおばさんと配膳のときに会えるということ

もケースによってはあろうかというふうに思いま

す。 これからにつきましても給食を作っている

方々と子供たちが触れ合う時間、触れ合う機会をど

のような形でつくれるのかということは非常に衛生

基準、衛生管理上難しい面はありますけれども、そ

ういった機会についても子供たちと給食について、

給食を作った方と話ができるといったような機会も

ぜひ検討していきたいと思います。これは南、潮見

だけでなくてほかの学校でも今、取り組んでおりま

すので、そういった機会をぜひつくっていきたいと

いうふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 子供たちをないがしろにしてです

ね、給食の供給体制の維持が厳しいからという理由

だけで、子供は望まないのにそれをなすということ

は絶対にやめてほしいというふうに私は思いますの

で、そこはしっかりとまず子供たちの意見、本当に

子供たちはそれでいいのかということについて、判

断する機会をどうか奪わないでほしいというふうに

思います。そこは、子供たちの判断をする機会をち

ゃんと生徒会ですとか、いろいろそういう仕組みが

ありますから、そういったところに与えてほしいと

いうふうに思いますので、それがしっかりなされる

かどうかしっかり見ていきたいというふうに思いま

す。 

 ちょっともう少し聞きますけれども、栄養教諭に

ついてもいなくなる学校が当然出てくるわけです

ね。共同調理場方式ではなくなりますから。そうす

ると今、栄養教諭さんがどんなことをしているかと

いうのを聞いたりしてみますと、各教室を回って子

供たちがどんな状況なのか実際直接見ながら、でき

るだけ全部食べられるように食材を工夫する、ある

いは切り方を変えるだとかいろいろな工夫を重ねて

いくということを実際やられているということも聞

いています。 

また、その給食をクラス全員で完食したというこ

とがあると「おめでとう」という紙をですね、栄養

士教諭さんが作ってくれて教室に張り出してくれる

そうなんですね。それがとっても子供たちにとって

うれしくて励みになって思い出になると、やっぱり

忘れないのだそうです、そういうことは。やっぱり

今よりよくなるのであれば、保護者の皆さんも賛成

をしてくれるのだろうし、子供たちもいいのじゃな

いかと思うのですけれども、こういったきめ細かな

対応が果たして栄養教諭さんがなくなってできるの

だろうかというところに心配があるのは当然のこと

だと思うのですよね。もちろん、潮見小学校でです

ね、栄養士さんじゃなくて栄養教諭になるからそこ

は潮見小学校はできるようになるのかもしれません

けれども、いなくなる学校で明らかにそういったき

め細かな食育に対する配慮は下がるということにな

ると思うのですけれども、給食品質は下がりません

という先ほどの答弁と私は矛盾すると思いますけれ

ども、どうお考えでしょうか。 

○三島正昭教育長 今の計画では、栄養教諭の配置

ができなくなるのは東小学校です。そこにつきまし

ては毎日勤務をされておりますから、給食の時間に

栄養教諭が各クラスを回ることが多いと、その中で

子供たちの様子も見てきているというふうに聞いて

おります。その他の白鳥台小学校ですとか、第四中

学校ですとか、呼人小中学校につきましては栄養教

諭がいないということで、日常的なそういう栄養教

諭の活動ということは行われておりません。ただ、

担当を決めて栄養教諭が担当の学校に行って食育の

授業を行うということは、今も行っておりますし、

これからもいなくなる学校につきましては栄養教諭

の業務が減ると、やっている業務は減るということ

はありますけれども、それが給食の質の低下という

ことではなくて、食育に対する子供たちと触れ合う
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時間が減る、食育としての栄養教諭の関わりが減る

ということはあろうかと思いますけれども、給食の

質が低下していくということには全てつながってい

かないのではないというふうに我々は考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 ぜひ、その考え方が正しいかどう

かを子供たちに聞いてみてください。子供たちがそ

れでいいというのだったら、私は前に進めるのも一

つ考え方かなと思いますけれども、私は子供たちが

もしかしたらそうとらないかもしれないなというふ

うに思っていますので、先ほど来、子供たちの意見

をしっかり聞いてほしいということを申し上げてい

るのです。やっぱりこういったことは、食育のまち

網走だと思うのですよね。「おいしいまち網走」を

うたっているならば、やっぱりやるべきだというふ

うに私は思いますので、子供のときの食育がやっぱ

りあるからこそ大事なんだというふうに思います。 

 その上でちょっと業者の選定だとかについて少し

聞いていきますけれども、まずそもそもですね、こ

の集約と一部民間委託を同時にやらなければ問題解

決しないという判断をされた根拠は何ですか。どち

らか片方だけでもよかったんじゃないかなと思うの

ですけれども。 

○林幸一学校教育部長 一つに先ほどからお話をさ

せていただいているのですが、やっぱり人材の確保

が難しくなってきているということがございまし

て、同時に集約の検討を進めたというところで、そ

この人材の確保のノウハウ、民間活用というところ

で、民間ということが出てきたと、同時に出てきた

ということでございます。 

○平賀貴幸委員 そうすると、人材の確保のノウハ

ウは民間のほうがあるだろうから、こういう形にし

たほうがいいと思った以外に特段の理由はないとい

うことですか。 

 もちろん継続性というのがありますけれども、そ

れを除くことないのですか。 

○三島正昭教育長 集約に関しましては今まで、小

学校から中学校へということで親子方式をとってき

たと、これは前回の平成24年でしたでしょうか。そ

の前からですね、昭和61年に第四中学校が建設さ

れ、開校したときに遡りますけれども、東小学校か

ら給食を運ぶといった親子方式がそのときからとら

れてきております。ですから、網走小学校、南小学

校に中学校の分も運ぶようになったのは一つの集約

をしてきたと。これには耐震化の工事も当時はあり

ましたから、それと同時に行ってきたという経過で

ありますけれども、今回につきましても小規模調理

場を大規模調理場に集約をしていきたいという考え

方があります。 

 それとあわせて人の確保、人材の確保が非常に厳

しくなってきたということも、ここ２年、３年出て

きておりますので、集約にあわせて民間に一部業務

を委託したいということを同時にやりたいというこ

とでの計画を作成したところでございます。 

○平賀貴幸委員 人の確保が難しいということは、

議論の余地はいろいろありますけれども、説明とし

ては分からないでもないのですけれども、その集約

したいという理由が分からないのですよね。何で集

約したいのですか。集約することに何の意味があ

る、全然分からないのですけれども、人の確保が難

しいから一部民間委託をやりますだけでもよかった

はずなのに、集約も併せてやりますと言っているの

ですけれども、なぜその両方じゃなきゃいけないの

か、それぞれ別々に説明してもいいですし、トータ

ルで説明してくれてもいいですけれども、集約をす

る意味が全く理解できない、説明がないのですよ。

それちょっと説明してください。 

○三島正昭教育長 最初にも説明をさせていただき

ましたけれども、児童・生徒の減少が進んできてい

ると言ったようなことから、市の考え方として小規

模な調理場は大規模な調理場に集約をしていくとい

う考え方が一つ立ったと。小規模調理場の運営が、

今後さらに難しくなってくるだろうということか

ら、集約をしていきたいと。今までも親子方式につ

いても、特段大きな問題が起きているということは

なく、スムーズな給食の体制をとれているというこ

ともあることから、小規模調理場を大きな調理場に

集約をして正職員を配置した現在のところですね、

これから正職員が減少していきますけれども、大規

模な調理場に正職員を複数配置していきたいという

考え方は現在もありますので、そういったところに

集約をしていきたいという考え方があったことか

ら、今回集約ということの考え方に立ったところで

す。 

○平賀貴幸委員 ちょっとひっくり返して言います

けれども、そうすると子供が入ってきたから、コス

ト的に合わないから集約するということですか。そ

ういうふうにしか聞こえないのですけれども。そう

いうことで集約を図るということですか。はっきり

その辺分かるように言ってください。どうも分から
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ないのですよね。その民間委託の部分は、理由につ

いてある程度いい、悪いは別として分かるのですけ

れども、集約の意味がどうも曖昧なんですよね。 

○永本浩子委員長 暫時休憩いたします。 

             午後３時14分休憩 

午後３時22分再開 

○永本浩子委員長 それでは委員会を再開いたしま

す。 

 平賀委員の質問に対する答弁から。 

○三島正昭教育長 集約の考え方についてでありま

すけれども、一つは児童生徒が少なくなってきてい

るという現状でございます。そういった中で、それ

ぞれの学校の給食調理場を当時の食数を考えた中で

調理場の建設をしてきたという経過でございます

が、そういった当時の規模を今そのまま使用して給

食を作っているわけでありますけれども、そういっ

た当時の希望をそのまま維持をしていくということ

が非常に難しくなってきたということもあります

し、今後修繕ということも検討していかなければな

らない時期の学校もございます。そういったことが

あることと、市全体の一つの今の課題として、公共

施設全体を今後どうしていくのかということが、

今、一つ市全体として計画を策定して今進めている

ところでありますので、その中の一つの施設とし

て、給食調理場というものを考えていかなければな

らないというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 そうすると、網走市の第四次です

よね。行政改革推進計画の中に、給食調理場につい

ての記載があるべきなのですけれども、それがない

のですけれども、これは教育長じゃなくて副市長な

のかな、その辺の整合性というのはどう説明される

のですか。 

○川田昌弘副市長 給食調理業務の民間委託という

ことで、第二次行革の中で民間委託を検討する業務

ということの中で、一つに給食調理というのは出て

きました。その後、三次、四次という行革を策定す

る中にあって、最終的なその方向性がきちっと定ま

っていないということで計画の策定にはメニューと

しては上げませんでした。ただ、ずっと市長部局と

教育委員会との間の中では、給食調理員の先ほど言

った確保の関係だとか、給食調理の在り方、親子給

食というのはもともとかなり昔からの網走独自のや

り方として、センター化ではなくて自校給食を守る

と言った観点から、センター化ではなくて自校給

食、ただ自校給食も各校に配置するのではなくて、

近傍の学校から親子化、１校から３校へとかそうい

った形で行くのがいいんじゃないかと。それが民間

に委託して給食センターをつくるというような方向

ではなくて、そっちの方向にいくべきだというその

もとにずっとスタートしてきたものです。ですか

ら、平成24年にたまたま学校の耐震化の問題があっ

て学校を改修するときに、そのときに今までやって

きた親子の形で改修をしたほうが経費も安くなる

し、近くに配送することは今までもずっと例がやっ

てきていますから、特に大きな問題にはならないだ

ろうと、給食の質も落ちないだろうという考えのも

とでやったと。今回もそれと同じ流れで、今、平成

24年でやった学校の状況を見ても、給食の質が落ち

ることはなく運営ができているということで、そこ

は親子自校方式の親子を拡大する形でやりましょう

と、それが一つ集約化ということです。 

 それからもう一つの問題として、従事者、調理員

の確保が難しいと、それは我々教育委員会の活動を

見ていても、非常にそこは一時危機的な状況もあり

ました。なかなか確保できなくて、給食が止まるん

じゃないのっていうそういった心配もしたことがあ

りましたけれども、そこは教育委員会事務局のほう

で何とかその人材を確保してやってきたという状況

も見ていますので、そこは教育委員会として今後の

継続的な給食体制を維持するためにはこういった方

向をとるといった方向性は、私どもとしては理解す

るところであります。 

 行政改革推進計画に載せなかったのは、具体的に

まだお示しできるところまで熟度がなかったという

ことで計画には計上していませんでした。 

○平賀貴幸委員 これまで行革の流れはいろいろ意

見はあっても、尊重しながら我々議員も見てきたと

いうふうに思っております。あの中で記載されたも

のが順次やれるものと、やれないものとあるけれど

も進んできたという認識もあります。 

ただ一方でですね、あの中に記載のないものが今

回のように進むということは、私は記憶ないのです

けれどもほかに何かこういったことってありました

か。 

○川田昌弘副市長 今、具体的にじゃあどの事業と

は言えませんけれども、必ずしも計画に載っている

ものしかやっていないということはありません。計

画に載っていなくても進めているっていうのはあり

ます。 

○平賀貴幸委員 せめて私は、ここは計画に載って
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いるからということだったらまだ理解もできるので

すけれども、載っていないというのもまた一つ唐突

感の原因なのだろうというふうに、ここはやっぱり

議会側としては捉えざるを得ないのだろうなという

ふうにやはり思うところです。 

 それを置いといて、ちょっともう少し質疑を続け

ますが、企業側としてですね本当にこれを受けてく

れるのだろうかという心配も当然しなきゃいけない

のだと思うのですよね。今の話を聞いていると、給

食の質は基本的には落とさないのだと。可能な限り

100は100のまま続けるのだということですから、そ

ういったことでやっていくと、給食の食材で利益を

確保するというわけにはいかないし、人が集まらな

いということですから、人件費を絞り込んで人を確

保するってことも多分難しいのだろうと思うのです

けれどね、一体どこで企業さんは利益をとるのかな

と思うと、よりその財政的な支出は増えることに結

果的になるんじゃないかなというふうに思うのです

けれども、もちろんその改修費だとかそういうのも

ありますから、そこの財政支出があるのは当然です

けれども、ランニングコストそのものも増えること

にむしろなるんじゃないのかなというふうに懸念す

るのですけれども、その辺についてはどんな考え方

なのですか。 

○三島正昭教育長 業者が自らの利益がどうなのか

ということは、私どもが利益をどのように企業が経

営の中で生んでいくのかということまで入っていき

ませんけれども、コスト的に高くなるのか安くなる

のか、どういった体制をとっていくのか、人件費が

大きくなろうかというふうに思いますので、そこの

体制を先ほども議論がありましたようにアレルギー

の問題、また給食の調理の時間の問題等々あります

ので、コストが高くなるのか安くなるのか、我々は

今回のこの計画によってですね、かかる経費を下げ

ようということで判断をして進めているということ

ではございません。あくまでも安定的な給食をどう

していくかということで考えた計画でございます。 

○平賀貴幸委員 そうすると、結果的にコストが増

になってでも、これをやらないと安定的な給食の供

給はできないというふうに教育委員会は今判断をし

たので、これは財政が増えてもやり切るんだという

考え方を持っているということですか。 

○三島正昭教育長 教育委員会としては、安定的な

供給のために財政的なこととか負担がどうなるかと

いうことは今のところわかりません。ですけれど

も、財政当局とはこういった計画で進めていきたい

ということで、先ほど副市長からも御答弁がありま

したように、市としてもこれで進めていくというこ

とに判断に至ったところでございます。 

○平賀貴幸委員 選定事業者について、１枚目の紙

の１番下の２行に書かれているのですけれども、給

食提供の実績があり云々かんぬんと書いてあるので

すよね。こうすると公募に応じられる業者というの

は、市内にはほぼないんじゃないかなと思うのです

けれども、どんなところを想定していらっしゃるの

かなと思うのですよね。実際に北見市で、先日同じ

ようにこの給食の関係で公募があったときに、応募

したのは２事業者と聞いています。でも１事業者は

撤退をしてしまって、事実上断念したので１事業者

しか結局残っていないという状況で、その１事業者

がもしできないって言ったらできないという状況の

中で、給食の提供をやっているというのが現実だと

いうことがはっきり見えてしまっているのですけれ

ども、網走市でも業者がそんなにあるのだろうかと

思うのですけれども、どのぐらいの業者があるとい

うふうに想定されているのですか。 

○林幸一学校教育部長 業者の関係につきまして

は、これからということになりますので、詳細はち

ょっと控えさせていただきたいと思いますけれど

も、近隣の自治体に関しましても、学校給食センタ

ー化等で委託が入っている業者さんがあるというこ

とはお伺いしておりますので、今何社とはお答えい

たしませんけれども、これは市内も含めてもちろん

もっと広く業者のほうは公募に関して募集を広く求

めていきたいというふうに考えているところでござ

います。 

○平賀貴幸委員 広くというのは分かるのですけれ

ども、給食提供の実績がありと書いてあるので、給

食提供ってそんなに実績があるところはないと思う

のですよね。学校給食に限らず給食提供ですか、ど

んな考え方で給食提供を捉えているのでしょうか。 

○林幸一学校教育部長 委員のおっしゃるとおり学

校給食に限らず、例えば病院食とかですね、給食提

供をしている業者を想定しているところはございま

す。 

○平賀貴幸委員 プロポーザル方式でということな

のですけれども、どんな形のプロポーザルを考えて

いらっしゃるのですか。教育委員会でプロポーザル

というとなかなか珍しいと思うのですけれども。 

○林幸一学校教育部長 これからプロポーザルを想
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定していることはですね、例えば衛生面、それから

調理員の安定的な確保、アレルギー対応などについ

てなどの調理運営に関する事項はもちろんなのです

けれども、委託先との連携も大変重要になると考え

ておりますので、こうした連携を図る取り組みの在

り方やまた調理業務など実施にあたり、よりプラス

となるような提案などについても積極的に話を聞い

てまいりたいと考えているところでございます。 

○平賀貴幸委員 よく建築だとですね、実績のある

企業さんと一緒に網走市内の企業さんも含めてＪＶ

を組んでプロポーザルに応募するってあるのですけ

れども、当然こういったこともないと私はだめだと

思うのですよね。もし民間委託するのだったらです

ね、網走市内の業者さんも給食の提供ができるよう

に育てていく必要があると思うので、そういった形

も含めてですね幅広くできるようなことを考えなき

ゃいけないと思うのですけれどその辺どうですか。 

○林幸一学校教育部長 その辺につきましては、ど

のような形で進めていくのがよりいい給食提供につ

ながっていくのかもちょっと考えてまいりたいとい

うふうに思います。 

○平賀貴幸委員 結果的に、網走市内の業者さんが

応募できなくて外の業者さんがやるとなると、一番

心配なのはこれ大きな大店舗の誘致とかと同じです

けれども、利益を確保できなくなったら撤退するの

ですよね。そうなってしまったら残るのは、焼け野

原ですから本当に困ってしまうので、そんなふうに

なってはやはりいけないと思うのですよね。ですか

ら、せっかく提案型のプロポーザルをするのでした

ら、網走市内の企業が必ずそのＪＶとしてですね加

わるような形でないとむしろ応募できないというよ

うな形にすべきだと思うのですけれどもいかがです

か。 

○林幸一学校教育部長 今どのような形で進めてい

くのかをちょっとこれからよく考えてですね、網走

の業者を使うとかそういうところは、今決めている

ところではございませんので、そういったお考えも

あるということで御意見としてお伺いして、どうい

った形で進めるのかをちょっと検討してまいりたい

と思います。 

○平賀貴幸委員 周辺を私が把握する限りは、そこ

の町の地場の企業じゃないところばかりなので、そ

ういうふうになってしまってはいざとなったときに

困るのです。そこはもし進めるのであれば、しっか

りとこのプロポーザルなのですからせっかくね、そ

ういうＪＶのやり方がせっかく建築のほうで積み上

げてきたノウハウがあるので、教育委員会の中でも

そこはぜひ生かしてですね、地元企業を育てる意味

での中で地元企業が必ず入るという条件は絶対つけ

るべきだと私は思います。 

 もう１点伺いますけれども、根本的によく分から

ないのですけれども、民間ならなぜ人が集められる

のかというのがちょっとよく分からないのですけれ

ども、そこを説明していただけますか。ノウハウが

あるから集められるとかって何か、それでも集めら

れなくてみんな困って「ヒイヒイ」言ってるところ

ばかりなのですけれども、どういうことなのでしょ

うか。 

○小松広典学校教育課長 民間企業が人を集めるノ

ウハウというところの分なのですけれども、近隣の

今既に実績のあるところに問い合わせしております

けれども、調理体制の人の維持については、人の確

保、人の配置のやりくりもなども含めまして、問題

なく安定的な調理体制を維持しているというような

ことを伺っております。 

○平賀貴幸委員 よそが安定的な体制をつくってい

るから、網走市が安定的な体制がつくれる根拠は何

なのかまず分からないというのが一点と、実際そう

いったところからも実は話聞いていますけれども、

そういったところですら人が足りなくて大変な思い

をしながらやっているって聞いているのですよね。

各給食事業者さんは、実際に人件費がなかなか上げ

られない状況の中で人の集めも相当大変ですって話

を聞いてはいるのですけれども、安定してやってい

るっていうのは多分それは、実態とはかけ離れてい

るのじゃないですかね、どうでしょうか。 

○三島正昭教育長 近隣のところにうちの職員が聞

いておりますけれども、最近では紋別が２年ぐらい

前からセンター化、民間へ業務委託ということで進

めておりますけれども、私が紋別の方から聞く中で

は、人の確保については大丈夫だというふうに聞い

ておりますし、プロポーザル方式でやるということ

を先ほど説明をさせていただきましたけれども、人

材の確保、人を育てていくということをどのような

形でやっていくのかということも当然聞いた中で判

断をしていきたいというふうに思いますし、やはり

人を集めるというところは、我々の力の限界を感じ

ているところも、なかなか集まらないということも

ありますので、そういった中では労務管理がしっか

りしている企業さんですとか、さまざまな手法を使
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った人材の確保ということをされている企業も多い

というふうに聞いておりますので、そういった力を

活用していきたいというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 なかなか理解できない点がたくさ

んあるなというのが、今やりとりした結果、私は今

感じていることなのですけれども、少なくとももっ

とですね、保護者の皆さんそれから子供たち、それ

からこれから学校に子供をかよわせる保護者の方々

だとかからのですね、話し合いや意見を聞く時間を

もっとつくるべきだったなと、やっぱり感じざるを

得ないというのが一つあります。 

 そういった意味でですね、これからこれどうなっ

ているかはあれですけれども、今回ですね６年前と

同じように所管事務調査をこの委員会で求めてこう

いった議論しているのですけれども、出てきた資料

は保護者の方々への説明と基本的には同じ資料だっ

たということも一つまたあります。詳細な資料をも

っと出していただきたいなというふうにも思いま

す。今後、検討すれば出てくるのでしょうけれど

も、もう一つ気になったのは基本的にはまだこれ提

案されていないことですから、もちろんここでは所

管事務調査の域を超えないのですけれども、恐らく

今の説明だと、新年度予算の中で提案をされるのだ

ろうなというふうに思います。 

まず、その予算委員会以外でこの議論は、基本的

に市としてはするつもりはなかったのですか、議会

と。予算委員会で説明を初めてするつもりでいらっ

しゃったのですか。 

○三島正昭教育長 議案として提案をするかどうか

は、まだこれから市長部局のほうで最終的に予算を

今編成しております。ですけれども、教育委員会と

しては保護者説明会が終わった段階で、その段階で

文教民生委員会の委員の皆様方には説明をしようと

いうふうに考えていたところでございます。 

○平賀貴幸委員 そこはそういう考え方ということ

は理解したいというふうに思いますけれども、いず

れにしろですね、なかなかその時間的な制約がある

状況の中で、保護者の皆さんだとか関係者の納得を

得るのは現状ではなかなか難しいなというふうな意

識を持ちながら、今日の所管事務調査については感

じたところです。今後、あとは委員会の判断になり

ますし、まだ質疑を続ける方もいらっしゃるかもし

れませんが、必要であれば所管事務調査を委員会で

続けるということも考えなくてはいけないのかなと

いうふうに思ったところです。 

 とりあえず以上です。 

○永本浩子委員長 それではそのほか。 

○村椿敏章委員 先ほどの給食調理員が集まらない

というところで、何種類か集め方を変えたというの

はあると思うのですけれども、給食調理員が辞めて

いく理由というのは、どういう内容で辞めていくの

でしょうかね。 

 集めるためにはどうすればいいかということを、

給食調理員の方には聞いたことはあるのでしょう

か。 

○林幸一学校教育部長 パート調理員さんがお辞め

になる際には、市教委のほうに来てお話を聞かせて

いただいております。 

そういった中で様々な理由がございます。 例え

ば年齢的な問題ですとか、体力的に厳しいですと

か、あるいは人間関係等もございます。そういった

ところでお話を聞いた中で改善できる、現場に入っ

てですね、お話しできるところはすると。それは辞

めていかれる方の意思を確認させていただいた後で

そういう形をとっているところもございます。 

○村椿敏章委員 ということは、辞める理由は聞い

てはいるけれども、給食調理員さんが集まるように

する意見というのは特に聞いてはいないのですか。 

○林幸一学校教育部長 辞められる御本人からです

ね、こういった形でやればもっと人が集まるのじゃ

ないですかというお話は、聞いてはいないところで

ございます。こちらからは聞いてはいないというこ

とでございます。 

○村椿敏章委員 やはり実際に働いている給食調理

員さんが、どういうことで悩んで辞めていくのかと

いうのも聞いてほしいと思うのですよね。 

 やっぱり大きいのは、賃金だと思うのですよ。 

パート職員の賃金が月々13万円、だとか14万円くら

いの金額で、方や正職員の方の賃金というのは年収

でいったら１人700万円ぐらいの金額ですよね。 

どーんと差がある中で、似たような同じような仕事

をしているわけですから、そこはやっぱり給食調理

員さん、パート職員の待遇改定をするべきだと思う

のですけれどもいかがでしょうか。 

○林幸一学校教育部長 先ほどもお答えさせていた

だきましたけれども、どういった理由でお辞めにな

るのかというのは、私たちはお聞かせいただいてい

ます。そういった中で、今１点あった賃金等、待遇

改善、そういった部分のお話もありますけれども、

例えばですね、お辞めになるときにもし人間関係と
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か、大規模調理場、小規模調理場という作業的な問

題があるのであれば、例えば職場をちょっと変えて

みましょうかというお話もさせていただいていると

ころです。 

 もう１点がですね待遇改善、賃金等の待遇改善と

いうことであれば、私どもはちょっと労務管理のほ

うを担当している部署ではございませんので、今

は、はっきりしたお答えはできないところでござい

ますけれども、今お辞めになった方の中で賃金の関

係でお話をいただいたという例はございません。 

○永本浩子委員長 よろしいですか村椿委員。 

○村椿敏章委員 聞いていないということが分かり

ました。 

 もう一つですね、先ほど民間だったら集められる

というそういう言葉があるから、これ民間委託をし

て、安定的に給食調理を続けるのだと言いますけれ

ども、これやっぱり信じられないんじゃないかなと

思う。というのも、やはり民間の場合は儲けをつく

らなかったらやれませんよね、網走の場合は今儲け

ないですよね、人件費だけしか払っていませんよ

ね、だから結局今までよりも網走市の負担は重くな

ると思いますけれども、それについてはどう思われ

ますか。 

○永本浩子委員長 村椿委員、先ほど平賀委員のほ

うから同じような内容の質問がありまして、長時間

にもなっていますので、内容の重複はできるだけ避

けるようにお願いしたいと思います。 

 よろしいでしょうか。 

○村椿敏章委員 もう一つすみません。 

 もう一つですね、先ほどつくる献立は教育委員会

で考え、それから食材も網走市が指定したところ、

そして栄養教諭の方が作り方を中に入って指導した

りするというのですけれども、これは給食調理を民

間委託しているいろんな自治体を見ると、これって

偽装請負になるのじゃないのかということを言われ

ているのですけれどもね。というのも結局ですね、

給食調理場は網走市、食べるもの、食べる食材は網

走市が指定する、そして作り方も網走市がそこに入

る、結局、民間の業者っていうのは何をやるのかと

言ったら、人だけ出すことということになってしま

うのですね。これって偽装請負だと言われているの

だけれども、これについては市の教育委員会はどう

考えているのでしょうか。 

○三島正昭教育長 献立をつくる、食材を発注す

る、これは今委員おっしゃったように、市の栄養士

並びに栄養教諭の仕事としてやっていきます。作り

方について、現場に直接栄養教諭なり栄養士が入っ

ていって「こう作ってください」ということを直接

現場の方々に指示をするということは、これはでき

ないことになっておりますので、献立会議なり献立

をつくった段階で、委託を受けていただいた業者に

対しては、こういう献立についてこういった食材で

作っていってくださいと、調理の過程についてはこ

ういった衛生基準をきちっと守ってこういった形で

作っていってくださいということは当然、委託をす

る側としては指示・指導をしていかなければならな

いというふうに考えております。ですから毎日です

ね、栄養教諭なり栄養士が現場に行って作り方を指

導するということはないです。 

 ありません。 

○村椿敏章委員 そうなれば、先ほど質を落とさな

いというところにかかると思うのですけれども、や

っぱり今までどおりの質を確保しようと思えば、栄

養教諭の人がここで指示したり、しなかったらでき

ないと思うのですけれども、それはどうお考えなの

ですか。 

○林幸一学校教育部長 栄養教諭が指示はできない

というのは確かなのですが、日々調理現場に足を運

ぶことは全く問題なく可能ですので、そういったと

ころでもし栄養教諭が気がついた点があればです

ね、私ども市教委のほうに連絡をいただいて、市教

委のほうから業者に対して指示をするという流れで

給食に努めていくということでございます。 

○村椿敏章委員 栄養教諭の方から市教委が聞い

て、市教委が委託先に指示を出すと、これも偽装請

負になるんじゃないですか。そうなると思うのです

けれども、いかがでしょうか。 

○三島正昭教育長 請けていただいた企業の方の責

任者の方に指示を出すということは、何ら問題はご

ざいません。 

○村椿敏章委員 分かりましたというか、一応そう

いう説明を受けました。 

 あとは、先ほど平賀委員が言ったことと同じなの

でいいです。はい。 

○永本浩子委員長 それではほかに。 

○古田純也委員 今回、民間委託を受ける学校とい

うのは大規模校という話なのですけれど、今後、大

規模校になっている学校も民間委託される可能性は

あるのか、またはあるのであれば早目の説明が必要

だと私は思うのですけれども、その辺の認識をお願
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いします。 

○三島正昭教育長 先ほどもお答えをさせていただ

いておりますけれども、児童生徒数の減少等によっ

て集約を小規模調理場の集約は図っていかなければ

ならないのではないかというふうに考えております

けれども、今回の計画以外の学校につきましては、

現在のところ集約も民間委託についても検討はして

いくことはありません。 

○古田純也委員 現在のところという御意見なので

すけれども、今後の社会情勢いろいろあると思いま

すので、対象になってない学校に説明会ぐらいは、

それは早目にしておいたほうが私はいいと思うので

すけれども、それについてはいかがでしょうか。 

○永本浩子委員長 古田委員、それも先ほど質問に

ありましたので。 

○古田純也委員 それはセンター化ということで。 

○永本浩子委員長 説明対象も含めて検討していき

たいということで…。林部長。 

○林幸一学校教育部長 説明会の開催等については

ですね、先ほどもちょっとお答えさせていただいた

のですが、ホームページ等を活用するのか、説明会

を開催するのかですね、その辺はちょっとこれから

検討していきたいと考えております。 

○古田純也委員 はい、分かりました。 

 先ほどちょっとお聞きした配膳の関係の経路なの

ですけれども、配送です。配送経路、非常に無理が

あるかなというような、私の認識はあるのですけれ

ども、一旦シミュレーション的というのですかね、

いうのは行っているのか、例えば夏の道とか、冬の

悪路だとか、いろいろと四季折々道路状況って変わ

るのですけれども、その辺のシミュレーションを行

ったかどうかっていうことを。 

○小松広典学校教育課長 夏冬ともにシミュレーシ

ョンは行っております。 

○永本浩子委員長 行っているということでよろし

いですか、夏冬ともにシミュレーションを行ってい

るという。 

○小松広典学校教育課長 またですね、トラックの

部分というのがなかなか手配はつかないのですけれ

ども、乗用車では配送の時間についてはですね、制

限時速内での部分になりますけれども、シミュレー

ションはしております。 

○古田純也委員 給食を運ぶのは乗用車なのです

か。 

○小松広典学校教育課長 乗用車ではないのですけ

れども、トラックの部分が手配する部分がございま

すので、そこについては空き時間等を使ってです

ね、これからもシミュレーションをしていくような

ことで、ちょっと確かめていきたいというふうに考

えております。道路を走る部分については、乗用車

で時間については大丈夫だというところは検証はと

っております。 

○古田純也委員 では、若干のずれがあるっていう

ことでよろしいでしょうか。先ほどは乗用車で計っ

たということなので。 

○林幸一学校教育部長 車両の違いはございますけ

れども、配送時間に関しましては余裕を見た配送時

間の組み方で今、シミュレーションをかけていると

ころでございます。 

○永本浩子委員長 よろしいですか。 

○古田純也委員 はい。 

○永本浩子委員長 ほかに。 

○近藤憲治副委員長 時間もおしていますので端的

にお伺いをさせていただきます。 

 今回このお話、今日調査としてさせていただいて

いますけれども、基本的に市民の皆さん、保護者の

皆さん、これまでの網走市の人口減少とか財政状況

とかを含めて、行政サービスをコンパクトにしなが

らいかに持続可能性を持ってこの地域を次の世代に

手渡していくかという、根本的な部分は共有できて

いるというふうに思っています。 

 その上で、その上でですね、保護者の皆さんや市

民の皆さんが思っていらっしゃるのは、やはり本当

にちゃんとやれるのでしょうかという懸念、ご心配

なのだと思います。ですので、そういう部分ではこ

れまでも説明会をやってきましたというお話もあり

ましたし、今日の委員会でもやり取りがありますけ

れども、合理性をもった説明と情報発信をこれから

も丁寧に継続的にやっていく必要があると思うので

す。 

それは丁寧にというのは、回数とか時間が多けれ

ばいいということではなくて、聞いた方がなるほど

そうですねと、だからちゃんとできるのですねと、

分かるような説明をしていただきたいのですね。だ

から質と安全性の担保をしますというのであれば、

例えば契約条項にこういう文言を書き込みますだと

か、またはその実施後のモニター調査で、保護者の

皆さんにとっても質の管理を把握していただくよう

な仕組みをつくりますとか、合理性や具体性をもっ

た説明で、保護者の皆さん、市民の皆さんに納得と
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安心感を与えていただきたいというふうに考えてい

るのです。 

そのあたりの認識は、おおよそ御答弁であるとい

うふうに受け止めていますけど、改めて聞かせくだ

さい。 

○三島正昭教育長 今日の御議論の中でも様々な御

意見をいただきました。保護者の方々からも不安な

声というのは、保護者説明会の中でも聞いておりま

す。そういった中で、今お話のあったようにもっと

理解をしていただくような形での説明会、説明とい

うものも、今後継続して行っていかなければならな

いということを思っているところでございます。 

○近藤憲治副委員長 そこは合理性と具体性を持っ

た説明の中身で行っていただけるというふうに認識

をさせていただきました。 

 最後にですね５段目、日程案というのが示されて

います。この日程案を見た方というのは、このスケ

ジュールで進んでいくのだなというふうに受け止め

ていらっしゃるのと同時に、あわせてここの間の説

明を聞く中でやはり給食の安定的な提供ためには、

可及的速やかにやらなければならないという局面に

もいるのだということは、御説明の中から理解させ

ていただいているところです。 

 やはりただ一方で気になるのは、この先どうなる

のだろうという懸念や、心配を払拭していくプロセ

スをこの事案が確定をしたので、この取組について

おおよそ納得していただいたので、もう話は聞きま

せんというスタイルではなくて、ここでは令和３年

４月から具体的に始まりますと書かれていますけれ

ども、事業が仮に動き出すにしても、動き出すある

程度の段階までは、常に市民の皆さん保護者の皆さ

んと意見交換をしながら、心配や懸念の払拭に努め

ていくという考え方でよろしいですか。 

○永本浩子委員長 傍聴人はお静かにお願いいたし

ます。 

○三島正昭教育長 令和３年４月の集約と、民間へ

の業務委託につきましては、教育委員会としては進

めていきたいという考え方でもっておりますけれど

も、それまでの期間につきましてもきちんと皆さん

と意見を聞きながら、具体的な精度を高めていきた

いというふうに考えております。 

 はい、私からは以上です。 

○永本浩子委員長 それでは、ほかになければこれ

で文教民生委員会を終了いたします。 

 長時間にわたりまして、大変御苦労さまでござい

ました。 

午後４時01分閉会 

 


